
 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

１．学則変更（収容定員変更）の内容 

 立命館大学学則第 5 条に定める経済学部経済学科（国際経済学科を廃止（学生募集停止）

し既設の経済学科に再編）、経営学部経営学科、文学部人文学科、理工学部電気電子工学科・

機械工学科・都市システム工学科・環境システム工学科・ロボティクス学科・数理科学科・

物理科学科・電子情報工学科・建築都市デザイン学科、国際関係学部国際関係学科、政策

科学部政策科学科、情報理工学部情報理工学科（既設 4 学科を廃止（学生募集停止）し、

新たに情報理工学科を設置。平成 28（2016）年 4 月設置届出予定）、映像学部映像学科、

生命科学部応用化学科・生物工学科・生命情報学科・生命医科学科、スポーツ健康科学部

スポーツ健康科学科の入学定員、3 年次編入学定員および収容定員について、次の通り（表

の網掛け部分）変更する。 
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平成29（2017）年度学則変更（収容定員変更）の内容

入学定員
3年次

編入学定員
収容定員 入学定員

3年次
編入学定員

収容定員 入学定員
3年次

編入学定員
収容定員

法学部 法学科 790 - 3,160 790 - 3,160 0 - 0

経済学科 535 - 2,140 795 - 3,180 60 - 240

国際経済学科 200 - 800 - - - - - -

計 735 - 2,940 795 - 3,180 60 - 240

経営学科 610 - 2,440 675 - 2,700 65 - 260

国際経営学科 150 - 600 150 - 600 0 - 0

計 760 - 3,040 825 - 3,300 65 - 260

産業社会学部 現代社会学科 900 - 3,600 900 - 3,600 0 - 0

文学部　※3 人文学科 905 - 4,220 980 - 3,920 75 - △ 300

電気電子工学科 142 12 592 154 12 640 12 0 48

機械工学科 160 10 660 173 10 712 13 0 52

都市システム工学科 84 2 340 91 2 368 7 0 28

環境システム工学科 69 2 280 75 2 304 6 0 24

ロボティクス学科 83 6 344 90 6 372 7 0 28

数理科学科 90 - 360 97 - 388 7 - 28

物理科学科 80 - 320 86 2 348 6 2 28

電子情報工学科 94 8 392 102 8 424 8 0 32

建築都市デザイン学科 70 16 312 91 4 372 21 △ 12 60

計 872 56 3,600 959 46 3,928 87 △ 10 328

国際関係学部 国際関係学科 305 - 1,220 335 - 1,340 30 - 120

政策科学部 政策科学科 360 - 1,440 410 - 1,640 50 - 200

情報システム学科 110 10 450 - - - - - -

情報コミュニケーション学科 110 10 450 - - - - - -

メディア情報学科 110 10 450 - - - - - -

知能情報学科 110 10 450 - - - - - -

情報理工学科 - - - 475 40 1,980 - - -

計 440 40 1,800 475 40 1,980 35 0 180

映像学部 映像学科 150 - 600 160 - 640 10 - 40

薬学科 100 - 600 100 - 600 0 - 0

創薬科学科 60 - 120 60 - 240 0 - 120

計 160 - 720 160 - 840 0 - 120

応用化学科 80 - 320 111 - 444 31 - 124

生物工学科 80 - 320 86 - 344 6 - 24

生命情報学科 60 - 240 64 - 256 4 - 16

生命医科学科 60 - 240 64 - 256 4 - 16

計 280 - 1,120 325 - 1,300 45 - 180

スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 220 - 880 235 - 940 15 - 60

総合心理学部　※5 総合心理学科 280 - 280 280 - 1,120 0 - 840

7,157 96 28,620 7,629 86 30,888 472 △ 10 2,268

※1　経済学部国際経済学科は平成29（2017）年4月学生募集停止
※2　情報理工学部情報理工学科を平成29（2017）年4月設置（平成28（2016）年4月設置届出予定）するとともに、
　　　 情報システム学科、情報コミュニケーション学科、メディア情報学科、知能情報学科は平成29（2017）年4月学生募集停止
　　　 定員変更後および定員増減の収容定員は平成28（2016）年3年次編入学定員変更（40人）による学年進行終了時の数
※3　文学部の定員変更後および定員増減の収容定員は平成28（2016）年4月入学定員変更（△200人）による学年進行終了時の数
※4　薬学部の定員変更後および定員増減の収容定員は平成27（2015)年4月創薬科学科設置（60人）による学年進行終了時の数
※5　総合心理学部（平成27（2015）年4月届出）の定員変更後および定員増減の収容定員は平成28（2016）年4月学部設置（280人）による学年進行終了時の数

定員増減

経済学部　※1

立命館大学計

学部 学科
現行(平成28（2016）年度） 定員変更後

経営学部

理工学部

情報理工学部　※2

薬学部　※4

生命科学部
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２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

立命館大学は、大学改革に積極的な取り組みを進めてきた。近年においては平成 32（2020）

年を見据え、社会の要請に応えるための「教育・研究の質向上」を中核とした学校法人立

命館の学園ビジョンと中長期計画「未来をつくる R2020 －立命館学園の基本計画」（以下、

R2020 という。）の前半期計画（平成 23（2011）年度～平成 27（2015）年度）を策定し、

教育・研究のグローバル化の進展、学びの転換、研究高度化、地域・社会貢献に取り組ん

できた（資料 1）。 

こうした立命館大学の教育に対する社会からの期待と評価は志願者や入学者数の水準と

して表れており、ここ数年、8 万人台の志願者数を全国から集めるとともに、今次の収容

定員変更を行う学部ではいずれも志願倍率 10 倍から 25 倍という高い志願倍率となってい

る。平成 27（2015）年度には 13 学部 20 研究科に約 35,000 人の学生・大学院生が学び、

京都（衣笠キャンパス・朱雀キャンパス）、滋賀（びわこ・くさつキャンパス、以下 BKC）、

大阪（大阪いばらきキャンパス、以下 OIC）の 3 府県にキャンパスを有する総合大学とし

て展開している。 

平成 27（2015）年度は R2020 前半期計画の最終年度にあたる。この間の社会の急速な

グローバル化の進展、グローバル社会をリードすることのできる人材とともに社会を大き

く変えるイノベーションを実現することのできる人材、ならびに地域創生を担うことので

きる人材育成等、高等教育機関に対する強い要請を踏まえ、立命館大学は一層の「教育・

研究の質向上」を進め、「社会に選ばれる大学」として教育・研究の際立った水準を創るた

め R2020 後半期計画（平成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度）の計画要綱の策定

に取り組んでいる。 

R2020 後半期計画においては、教育・研究の質向上を軸とする教学改革をさらに推進す

るとともに、社会からの期待と要請に応える観点から現在の入学定員、3 年次編入学定員

および収容定員を上表の通り変更し、確実な学生確保と定員管理の適切性の向上に取り組

む必要がある。なお、今次の収容定員変更のうち、京都のキャンパスにおいては、平成 30

（2018）年度に法学部と産業社会学部の定員を減じることを計画しており、京都のキャン

パス全体では定員は減少する予定である。 

今次の収容定員変更の背景となる中長期計画の到達点と今後の展開について以下記述す

る。 

 

（１）立命館の中長期計画と到達点 

①R2020 計画の概要 

立命館大学は、建学の精神『自由と清新』、教学理念『平和と民主主義』を踏まえ、平成

18（2006）年度に理念と使命を謳った「立命館憲章」を策定した。そこでは「教育・研究

機関として今日の新しい社会の要請に応える努力を、先進的、創造的に積み重ねていくこ

と」、「時代と社会に真摯に向き合い、私立総合学園としての道を歩むこと」、また「アジア

太平洋地域に位置する日本の学園として、国際相互理解を通じた多文化共生の学園を確立

すること、ならびに地域に根ざすと共に社会連携に努めること」を宣言している。 

このような精神に則り、平成 32（2020）年を見据え、平成 30（2018）年以降に大学学
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齢期人口が大きく減少していくとともに、グローバル化を始め社会が大きく変わっていく

状況に対応することができる学園となるべく、目指すべき方向性と具体的な計画として

R2020 計画を取りまとめた。R2020 計画では「Creating a Future Beyond Borders 自分

を超える、未来をつくる。」をシンボルメッセージに、「多様なコミュニティにおける主体

的な学びの展開」「人類・自然・社会に貢献する立命館らしい研究大学への挑戦」「学ぶこ

との喜びを実現できる学園づくり」、として目指すべき学園像を明らかにした。その中では

多様な学生・生徒・児童を「学びのコミュニティ」に参加する自主的な学習者として育み、

学習者中心とすること、そのような学習者を包括的に支援することが、教育・研究の質向

上の中核に置かれている。 

さらに、教員組織整備計画、財政計画、キャンパス創造・整備の基本計画、各学部・研

究科、各附属校、各部の中期計画の議論を反映させ、平成 23（2011）年 7 月に「未来をつ

くるR2020 －立命館学園の基本計画－ 前半期（平成 23（2011）年度から平成 27（2015）

年度）の計画要綱・補正版」を策定した。 

 

②R2020 前半期（平成 23（2011）年度から平成 27（2015）年度）の主な取り組み 

R2020 前半期の計画では、「国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ」「教育－学びの

コミュニティと学習者中心の教育－」「研究－特色あふれる「グローバル研究大学」をめざ

して－」「総合学園づくり－教育・研究の質向上を支える学園創造－」「教育・研究機関と

しての立命館の役割－東日本大震災を受けて－」という 5 つの柱を設定し取り組みを進め

ており、以下それぞれの柱に沿って到達点を記す。 

 

「国際社会と地域に貢献する開かれた学園へ」では、立命館大学は文部科学省の推進す

る「大学の国際化のためのネットワーク形成事業（G30）」（平成 21（2009）年から平成 25

（2013）年度）に取り組み、留学生の受け入れ、国内（日本人）学生の海外派遣、外国人

教員の採用といった指標の向上、英語を授業言語とする学位取得コースの 2 学部に 2 コー

ス、2 研究科に 2 コースを設置するといった国際教育プログラムの拡充、留学生受入れの

ための国際教育寮整備（京都および滋賀）など、大学全体のグローバル化の進展を進めて

きた。こうした到達点を一層高めるため平成 25（2013）年度に「立命館グローバル・イニ

シアティブ」を構想した。平成 26（2014）年度にはスーパーグローバル大学創成支援（以

下、SGU）に採択され、現在は SGU 構想の着実な実施に向けた全学での取り組みを進め

ている。 

 

「教育－学びのコミュニティと学習者中心の教育－」では、学習者中心の教育を掲げ、

ラーニング・コモンズなど学びのコミュニティの形成、ST 比（専任教員一人あたりの在籍

学生数）の改善や大規模講義解消、国際教育等を通し、生涯にわたって主体的に学び続け

る学生の育成のための教育の質向上に取り組んできた。また、社会人の学び直しニーズな

どに本格的に応えるための「大学学齢期以外を対象とした教育展開」の検討を進めている。

新たな教育組織としては薬学研究科 4 年制博士課程（平成 26（2014）年度）、薬学部創薬

科学科（平成 27（2015）年度）を設置した。今後の構想・計画としては、総合心理学部（平

成 28（2016）年度開設。平成 27（2015）年 4 月届出）設置に加え、教職大学院（平成 29
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（2017）年度開設予定、平成 28（2016）年 3 月設置認可申請予定）の具体化を進めてい

る。また、新たな学部等の構想として、文理融合・文理総合のコンセプトにもとづき、日

本で初めてとなる総合的な「食科学」（ガストロノミック・サイエンス）の教育・研究を行

う食科学部（仮称）の開設（平成 30（2018）年度開設予定）、立命館大学とオーストラリ

ア国立大学（ANU）が共同で運営する世界水準の共同学士課程（立命館大学ではグローバ

ル教養学部・仮称）の創設（平成 30（2018）年度開設予定）等の具体化にむけた検討を進

めている。 

 

「研究－特色あふれる「グローバル研究大学」を目指して－」では、立命館グローバル・

イノベーション研究機構（R-GIRO）や、衣笠、BKC の特色を活かした研究機構による特

長ある研究拠点の創出、科学研究費補助金の申請・採択や産学連携等の取り組み実績が大

きく進展している。科学研究費補助金では、文部科学省「平成 27（2015）年度科学研究費

補助金（科研費）の配分」において、採択金額ランキングで平成 25（2013）年度、平成 26

（2014）年度に続き私立大学 3 位、採択件数ランキングでは私立大学 4 位となった。産学

連携の実績としては、文部科学省「大学等における産学連携等実施状況について」の調査

で、民間企業からの受託研究実施件数で平成 25（2013）年度、平成 27（2015）年度に全

国 1 位となっている。 

 

「総合学園づくり－教育・研究の質向上を支える学園創造－」では、新キャンパスとし

て平成 27（2015）年度に OIC を開設したことに加え、衣笠キャンパス、BKC においても、

教育施設の新設等の拡充・整備、図書館の整備・拡充、学生施設・課外活動施設の整備・

拡充、国際寮の新設等、全てのキャンパスにおいて教育・研究の質向上を支える施設・環

境整備を進めてきた。その詳細な内容については、後述する。 

 

「教育・研究機関としての立命館の役割－東日本大震災を受けて－」では、姫路市、北

海道、三重県志摩市、京都府といった多地域と新たに包括的連携協定を締結し、教育・研

究を通した地域・社会連携の展開を図っている。また東日本大震災からの復興への貢献と

して、災害復興支援室を設置し、教育・研究を通した継続的な復興支援に取り組む中で、

岩手県大船渡市、福島県などとの連携・ネットワークの拡充や、のべ 1,000 名を超える学

生・教職員を現地に送り出し復興支援活動を継続している。 

  

（２）学生確保の到達状況 

 こうした本学の積極的な大学改革の取り組みは志願者確保にも現れており、18 歳人口が

減少している中、一般入試における総志願者数は平成 23（2011）年度 75,683 人、平成 24

（2012）年度 85,138 人、平成 25（2013）年度 82,637 人、平成 26（2014）年度 86,935

人、平成 27（2015）年度 87,668 人と、直近の 4 年間では安定的に 80,000 人規模を確保

しており、全国 8 位以内を維持している。 

また本学の学生構成における近畿圏外出身者の比率は、一般入試志願者数では平成 23

（2011）年度 51.8％、平成 24（2012）年度 54.2％、平成 25（2013）年度 53.2％、平成

26（2014）年度 52.4％、平成 27（2015）年度 49.7％であり、一般入試手続者においても
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平成 23（2011）度 50.6％、平成 24（2012）年度 51.8％、平成 25（2013）年度 52.3％、

平成 26（2014）年度 50.8％、平成 27（2015）年度 49.3％となっている（資料 2）。ほぼ

半数が近畿圏外からの学生で構成されていることは、本学が持つ多様性のひとつの源泉で

あり、また全国型の総合大学としての大きな特長であるといえる。全国各地から本学で学

ぶ多数の学生が、卒業後には地元に戻って活躍することも多く、本学がこのような全国性

を維持することは、地方創生への貢献の観点からも重要と考えている。 

留学生確保についても積極的に取り組んでおり、平成 26（2014）年度の留学生数は、

1,440 人と全国第 12 位、私立大学では第 4 位の実績となっている。今後、SGU 構想にも

とづいて、正規留学生および短期留学生を大幅に増加する方針を持っており、教学のグロ

ーバル化を通じて、我が国の留学生政策にも貢献していく。 

 

（３）進路・就職の到達、地域社会のコア人材育成 

 学生の就職に関して、平成 26（2014）年度の学部就職決定率は 95.7％であり、とりわ

け理系は 96.1％と高水準になっている。また女子学生は文系 96.8％、理系 100.0％と高い

値となった。進路状況では、民間企業における従業員規模別就職状況をみると、巨大企業

（従業員 1,000 人以上）と大企業（500～999 人）をあわせた就職実績は 65.0％を占めて

いる。その他、公務員採用状況としては国家公務員 93 名、地方公務員 286 名であり、教

員の採用決定状況については、自治体からの情報公開の結果をうけた最終的な本学把握合

格者数は 317 名であった。 

加えて全国から学生が集まる本学の特性を反映して、出身地での就職を希望する学生が

一定数在籍している。本学はこうした学生ニーズと、本学卒業生がグローバルな視点とロ

ーカルな視点を持ったコア人材として地域社会に貢献することを重視し、UI ターン就職

への支援も強化してきた。これまでに徳島県、広島県、高知県、香川県、岡山県及び津山

広域事務組合、北海道、福島県、長野県、愛媛県、鳥取県及び公益財団法人ふるさと鳥取

県定住機構、石川県、山口県、福井県、静岡県、熊本県というように 15 件の就職支援に関

する協定を結び、合同説明会や県内企業への学生インターンシップ受入等、UI ターンを支

援する学生の支援を各自治体と連携して取り組んでいる。 

こうした支援を通じ、UI ターン就職の状況は、民間企業、公務員、教員への就職者の内

26.0％が出身地に本社・本部機能を置く企業・団体に就職している実績がある。本学はい

わゆる京都、大阪といった大都市圏にもキャンパスを展開する大学ではあるが、全国型総

合大学として、グローバルな視点とローカルな視点を持った地域社会のコア人材育成とい

う面で、地方創生への貢献を重視している。 

 

（４）R2020 後半期（平成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度）の大学展開 

R2020 前半期の到達点と課題を踏まえ、学園全体としての後半期の基本目標として「知

の創造拠点の形成」「教育・研究のグローバル化推進」「主体的な学びの確立」「先進的な教

育・研究への挑戦」「グローバル社会におけるステータスの確立」を設定し、立命館大学と

しても、短期・長期の目標を持った計画として策定する検討を進めている。その際、グロ

ーバル展開においては SGU 構想で掲げた目標の着実な実現に取り組む。 

具体的には基本目標を実現する「10 の基本課題」を設定している。とりわけ教育（学部・
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研究科）、研究、グローバル化の推進に関わる基本課題を重点としている。それぞれの課題

の内容として、重点的な基本課題 1 は大学総体での学びの質を高める「『学びの立命館モ

デル』の構築～教育と学びの質転換～」、重点的な基本課題 2 は研究推進と学部教学向上

の担い手としての「大学院改革の推進」、重点的な基本課題 3 は研究の高度化のための「特

色あふれるグローバル研究大学」、環となる重点的な基本課題 4 は教育・研究のグローバ

ル化の促進と SGU 事業の着実な進展をめざす「立命館大学グローバル・イニシアティブ

の推進」、基本課題 5 は教学改革を促進する「各学部・研究科の改革及び新たな教学展開」、

基本課題 6 は社会人の学び直し等大学の社会貢献と「大学学齢期以外を対象とした教育の

本格展開」、基本課題７は学生募集を促進する「新たな入学政策・高大接続と一貫教育モデ

ル」、基本課題 8 はキャンパス整備等の「キャンパス創造の新たな展開」、基本課題 9 は社

会の客観評価向上等の「更なるネットワーク強化とプレゼンス向上」、基本課題 10 として

教員組織、職員組織、運営等の「基本課題を支える組織的課題」を設定している。これら

の基本課題それぞれに「目標」を明記し、それを実現する「方策及び具体策」と「指標、

目指す水準」を設定する計画策定にむけた検討を進めている。 

今後も、こうした中長期計画の遂行を通して、社会情勢や社会の高等教育機関への期待

を踏まえ、教育・研究を通した地域・社会への貢献という大学としての使命を積極的に果

たしていく。 

 

３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

このたびの収容定員変更は前述のとおり教育研究の充実向上を目指すものであり、その

ために教育課程は人材育成目的に照らして体系的に編成し、順次性のある授業科目の配置

と系統的履修を進める。教育方法および履修指導の方法に関しても、収容定員変更後も教

育効果を十分に発揮するために、従前の教育形態や、小集団教育の適正なクラス規模やク

ラス数を維持し、組織的な取り組みにより教育改善を継続・推進する。さらに教育課程や

学生の状況に応じた規模の教員組織や施設・設備を計画的に整備する。したがって教育研

究の一層の水準向上や質の充実を図るものであり、収容定員の増加によって学生の教育条

件や教育環境が制約されるものではない。 

以下では、まず、大学全体としての教育課程の編成やグローバル教育展開、教育方法お

よび履修指導や学習支援の方法、教育組織等について、本学の現状と今次の収容定員変更

を踏まえた取り組み等を具体的に記す。 

 あわせて、今次の収容定員変更の中で、学部の学科再編による既存学科の廃止（学生募

集停止）等を伴う教学改革を行う、経済学部、情報理工学部の教育内容変更の特長を記す

こととする。 

 

（１）大学全体 

①教育課程の変更内容 

ａ．人材育成目的および教育目標を実現する教育課程の編成 

平成 26（2014）年度に、学部の教学改革の基準（講義規模、年間履修登録上限、授業科

目担当における専任教員の比率、標準担当時間等）を定めた「教学改革ガイドライン」（平

成 22（2010）年度制定）を改正し、本学の学士課程教育における教学改革・改善・実践・
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検証の方向性を示す指針として「学部（学士課程）教学ガイドライン」（以下、「教学ガ

イドライン」という。）を策定した。「教学ガイドライン」は 1)人材育成目的および教育

目標を実現する体系的カリキュラムの確立、2)各年次における一貫した専門小集団教育の

充実と学習・学修支援、3)大学での学びへの切り替えを目指した初年次教育の実施、4)各

学部のコアとなる科目および専門の基礎となる科目の明確化、5)グローバル化に対応した

教学の質保証と充実、6)教育の質向上のための条件、7）教育の質向上に向けた組織的 FD

の推進、という項目で構成している。あわせて平成 26（2014）年度には、従前より学部や

研究科を基本的な組織単位として毎年度末に教育内容を検証するため作成してきた「教学

総括・計画概要」（以下、「教学総括」という。）の総括項目を「教学ガイドライン」の

項目に改めるととともに、「教学総括」を基礎とした「自己点検・評価報告書」の点検・

評価の評価指標も同ガイドラインに対応させる形で自己点検・評価や教学改善を進めてい

る。 

また、大学の目的のもと、学部の理念・目的、人材育成目的、教育目標、3 つのポリシ

ー（学位授与方針、教育課程の編成・実施方針、学生の受け入れ方針）については、全て

の学部で既に明示しており、教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・実施方針は、平

成 22（2010）年秋より本学ホームページにて全学一斉に公開を開始し、平成 23（2011）

年度以降は各学部の『学修要覧』、『履修要項』、履修関連資料に掲載を行っている。さ

らに学生に対しては学部別、年次別の履修ガイダンスを年度始めに実施し、これらの目標・

方針への理解を促している。 

これらを実現するための体系的カリキュラムを確立するために、「教学ガイドライン」

において、a)目標・ポリシーとカリキュラム・教育内容との関連性を明確に示し、b)体系

的で順次性を持ち、シンプルで分かりやすいカリキュラムを設計し、c)学生の到達度を検

証する仕組みを具体化し、d)学部・学科単位で、ガイドラインに定める項目を明確にして

『学修要覧』『シラバス』で学生に公表し、e)それらを通じて前述のような「教学総括」

を踏まえた自己点検・評価の実施、認証評価の受審を包括して、教学改革を実施する中長

期的サイクルの確立を進めてきた。 

その重要な柱として、各年次における一貫した専門小集団教育の充実と学習・学修支援、

大学での学びへの切り替えを目指した初年次教育の実施、各学部のコアとなる科目および

専門の基礎となる科目の明確化の 3 点についての取り組みの指針についても「教学ガイド

ライン」の中で明確にしている。 

 

ｂ．毎年度の「開講方針」に沿った教育課程の実施 

本学では、長年にわたり上記の「教学総括」とそれを踏まえて策定する「開講方針」と

を教学分野における自己点検・評価の基軸に置いた取り組みを行っている。「開講方針」

は、学則や学部則等で規定されているカリキュラムにもとづいて毎年度の具体的な開講科

目やクラス数、時間割編成等の考え方を示すものである。「開講方針」は「教学ガイドラ

イン」をはじめとした大学全体の教学政策や制度にもとづき、毎年 5 月頃の全学方針の提

案を受けて各学部等において策定し、さらに 10 月頃に全学的な承認を必要とする。こう

した大学全体の枠組みの中で、各学部等のカリキュラムにもとづいて具体的な開講科目・

クラス数等を確定したうえで、科目担当者の決定や時間割編成を行っている。 
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過去 3 年間の状況をあげると、「教学ガイドライン」で標準を通年平均 5 授業時間とし

た専任教員の授業担当時間数については、微減傾向にある。授業科目区分毎の専任教員の

担当比率については、教養科目・外国語科目は 5 割から 6 割程度の学部が多くなっている

が、専門科目は 8 割から 9 割程度で向上、もしくは横ばいで推移している。総開講科目数

（クラス数）については 14,000 前後で推移しており、キャンパスにより若干の差異はあ

るものの、第 1 時限を除き高い教室稼働率となっている。平成 27（2015）年度について

は、受講生が 301 人以上の過大講義は大規模学部を中心に約 260 授業あり、そのうち受講

生が 501 人以上の講義は 20 授業、5 人以下の過小講義は約 1,400 授業ある。 

こうした状況も踏まえつつ、すべての学部で科目精選を実施するとともに、同一科目複

数クラス開講科目や専門小集団教育科目ではシラバスやテキストの共通化、定期的な科目

担当者会議の開催、専門基礎科目や中核的な科目ではシラバスの共通化等を行っている。

卒業時の質保証については、学部により専門教育体系の特質に応じた取り組みを進めてい

る。さらに「教学ガイドライン」では一貫した小集団教育体系に位置づける科目を明確に

することとし、1 年次小集団科目のクラス規模は 30 人、専門演習・卒業研究などのクラス

規模は 20 人、外国語科目のクラス規模は 35 人を基準としている。収容定員を増加した

後も、このような大学全体で定める基準に則して、適正なクラス数やクラス規模を実現し

ていくことで、教育条件や教育水準を維持していく。 

 

ｃ．グローバル教育展開 

グローバル化に対応した教学の質保証と充実については、常任理事会のもとの「学びの

立命館モデル具体化委員会」に「教学の国際化と英語教育改革部会」を設置して、教学の

国際化および英語教育の課題と今後の方向性の検討を行い、平成 26（2014）年 12 月に答

申を取りまとめた。この答申を受けて、今後の英語教育改革および教学の国際化の検討課

題を提示し、それらについて各学部や関連機関に具体的な方針を策定する検討を進めてい

る。 

また教学のグローバル化を支える教学諸制度改革についても「学びの立命館モデル検討

委員会」のもとで検討を進めており、平成 27（2015）年度以降、教学改革に取り組む学部

から順次ナンバリング制度を導入するとともに、現在、平成 30（2018）年度実施にむけ、

クオーター制も視野に入れた学年暦への変更について学内調整を進めている。 

 

②教育方法及び履修指導方法の変更内容 

ａ．初年次教育・導入期教育の改善 

入学から卒業までの学習プロセスの全体像を提示し、大学における学びのつながりを明

確にする取り組みを進めている。本学では伝統的に小集団教育（基礎演習、実習・講読、

演習等）を重視してきた。全学的に初年次教育の中心に「基礎演習」という 30 人程度の小

集団教育を位置づけ、特に入学直後の高校から大学への学びの「転換」を図る初年次教育

が重要であるという認識のもと、初年次教育の専任教員担当率の向上、1 年次クラス 30 人、

ゼミ 20 人というクラス規模の改善を進めてきた。初年次教育では専門教育への導入に加

え、リサーチやプレゼンテーション、討論の仕方、大学生らしい文章の書き方等、大学で

の学びの「転換」を促進する指導に取り組んでいる。また、入学段階での学習経験の多様
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性に対応するべく、理工系学部を中心として「リメディアル科目」の設置や学修相談体制

の整備を進めている。 

 

ｂ．学生の将来を見据えた体系的な学びの確立 

学生が自らの将来、進路と関わって科目やコースの選択が可能となるような学びを支援

するため、授業方法においては双方向型授業、アクティブラーニングや PBL といった授業

実践とともに、ICT を有効活用した manaba+R などの学習支援ツールやコミュニケーシ

ョンペーパーを活用し、学生の意見のフィードバック等、学生・教員、学生間の双方向で

の学びの構築を進めている。また学部においても「学びマップ」や「キャリアシート」を

導入し、履修モデルの提示、系統履修の促進の取り組みを進めている。 

加えて、学生が自らの学びの到達度を確認し、卒業後の社会とのつながりを意識して学

ぶことの重要性から、キャリア教育やインターンシップ科目等の充実を進めるとともに、

学士課程の学びの集大成としての卒業論文・卒業研究については、文学部、映像学部、理

工学部、情報理工学部、生命科学部、薬学部、スポーツ健康科学部が必修化し、他学部に

おいても受講を促進する取り組みを強めている。 

 

ｃ．コミュニティの中での学生の主体的な学び 

 4 年間を通した小集団教育を始め、コミュニティの中で学生が主体的に学ぶための支援

の構築を進めてきた。特に立命館大学の大きな特徴である学生の学び合い、ピア・ラーニ

ング（ピア・サポート）においては、正課・正課外を通じた学びのコミュニティを支える

学生スタッフとして、新入生のサポートをする先輩学生のオリター（エンター）、授業運営

をバックアップする学部学生の ES（Educational Supporter：教育サポーター）や大学院

生の TA、留学生をサポートする留学生チューター、海外派遣等のアドバイスを行う留学ア

ドバイザー、ボランティア・障害のある学生のサポートスタッフ、図書館利用をサポート

するライブラリースタッフ、就職が内定した学生や OB・OG からなるキャリアアドバイザ

ー、大学広報スタッフなど、3,300 人を超える学生が登録し、積極的な活動を行っている。

さらに、コミュニティでの学びを促進するための、図書館内や教室に隣接した共同学習ス

ペースとしてのラーニング・コモンズの設置といった環境整備に順次取り組んでいる。 

 

ｄ．授業改善 

全学的な組織的 FD の推進については、人材育成目的・教育目標・3 つのポリシー等に

もとづく教学運営、授業実施、FD 等の日常的な取り組みを通じて教育の質向上を図って

いく学部の組織的な取り組みを促進するため、副学部長・副研究科長懇談会や副学部長懇

談会を通じた組織的な教育力強化を中心とする FD に関わる方針・課題の議論や取り組み

の交流を行うとともに、個別の優れた教育実践を共有するために教学実践フォーラムの開

催、教育開発推進機構が主催する新任教員 FD プログラムの継続といった取り組みを進め

ている。 

 

ｅ．学生の学習・実態把握 

本学は平成13（2001）年度から全学統一の書式で毎年度学生に対して授業アンケートを

10



 

実施し、教員は学生から授業実践の評価を受けている。平成25（2013）年度には、教学部

長や同副部長、各学部の副学部長や事務長等の教職員で構成し、教育上の主要課題の日常

的調整・決定を行う教学委員会のもとに検討ワーキングを設けて具体的な改善方針を策定

し、新たな方針にもとづく授業アンケートを平成27（2015）年度から実施することとした。

こうした授業アンケート結果は、毎年度、全学部等において学生に対して授業ごとに開示

するとともに、教授会などで授業改善に向けた意見交換を行っている。また平成21（2009）

年度から実施している「学びの実態調査」により学生の授業経験、取り組み、成長感等を

把握し、教育の成果を多方面から検証して、教育の改善につなげる取り組みを継続的に進

めている。 

 

③教員組織整備の変更内容 

 こうした教学改革をふくむ R2020 計画の中核は「教育・研究の質向上」であり、それを

支える基盤としての教員組織整備を精力的に進めてきた。R2020 前半期においては、平成

23（2011）年度から平成 27（2015）年度の現行の教員組織整備計画を策定し、1)人間形

成・人間育成目標を実現する教員集団の組織、2)3 つのポリシーを実現する教員組織の構

築、3)全学の共通教育の充実、4)大学院及び研究高度化も視野に入れた教員組織、の実現

に向けて順次教員の体制強化に取り組み、平成 22（2010）年度から平成 26（2014）年度

の間に、専任教員数は 138 人増加し、教育条件が改善した。教員一人あたりの学部学生数

（ST 比。学部の在籍学生数を大学全体の専任教員数で除した数値）は 29.3 人から 25.6 人

に大きく改善した（数値は『学校法人立命館 2014（平成 26）年度事業報告書』（資料 3）

より）。専任教員数に関しては大学全体およびすべての学部で大学設置基準上の必要専任

教員数を確保しており、平成 26（2014）年度は、同計画に沿って大学全体で 163 人の任

用、27 人の昇任を行った。 

 現在、R2020 後半期計画（平成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度）の計画要綱

の策定にむけた検討と並行して、平成 28（2016）年度から平成 32（2020）年度の新たな

教員組織整備計画の検討を進めている。この次期計画においても、現行計画で主な指標と

した学部 ST 比にもとづく教員組織を維持するとともに、教育組織の設置・改組による学

生定員の変更やカリキュラム改革等も勘案しつつ各学部に設定された教員定数を充足して

いく方向である。平成 27（2015）年度には、教員組織整備計画に沿って大学全体で 137 人

の新規任用を行い、19 人の昇任を行った。平成 28（2016）年度の専任教員は 1,309 人と

なり、これ以降も次期計画に沿って整備していくことからも、教員組織は収容定員の変更

に対応できる。また科目担当の専任教員率の向上、任期制も含めた多様な教員組織の拡充、

全学共通の教育体制整備等、立命館大学として引き続き、社会からの期待と要請に応える

とともに、教育・研究の質向上を軸とする教学改革をさらに推進する教員組織の整備を進

めていく。 

 

④大学全体の施設・設備の変更内容 

 R2020 計画における「教育・研究の質向上」を支える施設整備としては、平成 27（2015）

年度に新キャンパスとして OIC を開設したことにとどまらず、衣笠キャンパス、BKC の

全てのキャンパスにおいて施設整備を進めてきた。 
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京都の衣笠キャンパスでは京都衣笠体育館の開設（平成 24（2012）年 2 月）、研究科を

超えた大学院生の教育・研究を促進するリサーチコモンズを備えた究論館の開設（平成 27

（2015）年 4 月）、教育のグローバル化を支える 190 室の寮室、セミナールーム等を備え

た国際寮インターナショナルハウス大将軍の開設（平成 27（2015）年 9 月）、従来の 2 倍

のラーニング・コモンズを設置する平井嘉一郎記念図書館の開設（平成 28（2016）年 4 月

開設予定）を具体化している。滋賀の BKC では学生課外活動施設の新アクトα（平成 25

（2013）年 9 月供用開始）、理工学部の教育研究施設としてのトリシア（理工系新棟Ⅱ）

（平成 26（2014）年 4 月供用開始）、生命科学部および薬学部の教育研究施設としてのバ

イオリンク（理工系新棟Ⅰ）（平成 27（2015）年 4 月供用開始）の整備が完了し、これに

伴う理工系既存研究室の再配置・移転を順次進め、理工系全体としての教育・研究条件の

改善に取り組んでいる。加えて現在、新体育施設としてのスポーツ健康コモンズ（仮称）

（平成 28（2016）年 9 月供用開始予定）の建設を進めている。 

平成 27（2015）年度の段階で、学生一人当たりの延床面積は、衣笠キャンパスで 11.5

㎡/人と 26％改善し、BKC においては 18.1 ㎡/人と 40％改善した。OIC は開設段階の使用

延床面積が 100,653.21 ㎡で学生一人当たりの延床面積は 18.1 ㎡/人と充実している。 

現在策定を進めている R2020 後半期計画においても、今次収容定員変更も踏まえた教

学条件の改善・充実のための衣笠キャンパス、BKC における教学施設、学生施設等の改修・

整備の検討を進めている。衣笠キャンパスでは、究論館設置に伴い学而館から大学院諸室

が移転したことにより学而館を教室等の教学施設に改修するとともに、存心館（教学施設）

改修、清心館（教学施設）改修を年次的に進める。BKC においても OIC に移転した経営

学部が中心的に活用していたアドセミナリオ（教学施設）、コラーニングハウスⅢ（教学施

設）、アクロスウイング（教育・研究室）等について、食科学部（仮称）設置（平成 29（2017）

年度予定）とあわせて教学条件改善のための改修を計画している。こうした点から、収容

定員変更後もこれまでと同等以上の施設・設備条件の確保が可能となる。 

 

（２）学部教学改革 

①経済学部 

経済社会のグローバル化、情報化が急速に進展する中で、深い専門知識や論理的思考力

を備えるだけでなく、主体性と協調性をもって自ら新しい社会を切り開くことの出来る人

材が社会で強く求められている。こうした状況を踏まえ、学部全体で「経済センスに裏打

ちされた論理的思考力と多様性理解力をもったグローバル人材」の育成を進めるために、

平成 29（2017）年度から、現行の経済学科、国際経済学科の 2 学科制から経済学科の 1 学

科へ教育組織を再編し（国際経済学科を廃止（学生募集停止）し、経済学科の収容定員を

増加する）、学部全体で国際教育に取り組み、SGU 構想への学部としての貢献も進める。

再編した経済学科には、経済学を基軸に社会科学を総合的に学ぶ「経済学専攻」、高度な外

国語運用能力とグローバルな視野の獲得を直接的に専門教育に位置づけたプログラムで学

ぶ「国際専攻」を設ける。 

教学改革の主要な内容としては、学部全体を通じ、学生が主体性を発揮できる小集団で

の学びを重視し、4 年間を通した小集団教育の充実、「ゼミ」を教学の中心においたカリキ

ュラム設計を行うとともに、「卒業研究」を卒業要件に加え、卒業時の質保証に取り組む。
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また、主体的・集団的な学習を支援し、正課外を問わず年次を超えた学びのコミュニティ

形成を促進する仕組みの導入、モチベーションを高めながら知識・スキルの獲得を促進す

る導入期教育の改善を進める。専門性の系統的履修を促進する観点から、関連性と系統性

を持つ科目パッケージとして、「グローバル経済」「経済政策」「労働・社会保障」「ファイ

ナンス分析」「ビジネス戦略」「環境政策評価」「地域マネジメント」「歴史・思想研究」の

ユニットを設定し、多様な学びの選択機会を提供する。さらに、地域や社会と連携し、学

問と実社会とのつながりを実感できる教学展開、キャリア教育の一層の充実をはかる。 

以上により、収容定員の変更後でも、これまでと同等以上の教育研究を展開することが

できる。 

 

②情報理工学部 

ICT の発展と ICT がグローバルかつボーダレス化する社会の中で、エネルギー、環境、

福祉、健康、医療など地球規模の課題解決の核技術とし認知される状況や ICT が身近にな

るなかでのユーザー視点での情報技術捉え直しの必要性、あらゆるものがネットワークで

つながる中でリアルタイムでの制御が可能となる IoT（Internet of Things）の本格化、さ

らには社会が求める ICT 人材育成像の変化といった情報理工学部をめぐる情勢の急激な

変化が進展している。こうした状況に対応する観点から、「情報分野の急速な広がりに対応

できる柔軟な教学組織の設置」、「理論に裏付けられた高い専門力を統一的に提供する教学

カリキュラム」、「グローバルな環境で実践的に問題解決を行える人材育成カリキュラム」

を実現する平成 29（2017）年度学部改革に取り組む。 

学部として従前の収容定員から、新学科の設置に伴い収容定員は増加する形になるが、

このカリキュラム改革においては、学部創設以来の人材育成目標や教育目標実現のために

培ってきた特長ある教学カリキュラム（系統履修や進級制度、キャリア教育等）を維持し

ながら、以下の主要な改革を進める。 

教育組織としては、現行の 4 学科を廃止（学生募集停止）して新たに情報理工学科を設

置し、柔軟な履修を進めるための 7 コースを設ける。コースは日本語基準の 6 コース「シ

ステムアーキテクトコース」「セキュリティ・ネットワークコース」「先端社会デザインコ

ース」「実世界情報コース」「画像・音メディアコース」「知能情報コース」と英語基準の「情

報システムグローバルコース（通称：グローバルコース）」で構成する。コース選択は 1 年

次後期に行い、いずれのコースを履修しても確かな基礎専門能力がつけられるよう「専門

基礎科目」「共通専門科目」を充実強化する。 

「情報システムグローバルコース（通称：グローバルコース）」は日本人学生と国際学生

が共に学ぶ教学を実現するために英語開講とし、日本語基準の 6 コース同様に「専門基礎

科目」「共通専門科目」を配置し、システムライフサイクルに沿って実践的なシステム開発

能力を養成する PBL（Project-Based Learning）科目を設置する。 

また、附属校である立命館守山高等学校と、英語基準コースへの進学も視野に入れた「新

たな高大接続」「一貫教育モデル」構築の検討を進めており、学部改革の進展とあわせて私

立総合学園としての特色ある高大院接続教育の実現を進めていく。 

 なお、学生募集について、これまでも学部一括入試を行い 2 年次進級以降に学科所属に

なる形態をとっており、今次の教学改革で 4 学科を再編し新たに情報理工学科を設置する
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が、学生募集の枠組みを大きく変更するものではない。 

 

＜添付資料＞ 

・（資料 1）「未来をつくる R2020－立命館学園の基本計画－前半期（2011 年度から 2015

年度）の計画要綱」 

・（資料 2）立命館大学一般入学試験 都道府県別志願者数・手続者数の推移 

・（資料 3）「学校法人立命館 2014（平成 26）年度事業報告書」 

 

14



 

 
 

 

     

未
来

を
つ

く
る

R
2
0
2
0 

－
立

命
館

学
園

の
基

本
計

画
－

 

 

前
半

期
（
2
0
1
1

年
度

か
ら

20
15

年
度

）
の

計
画

要
綱

 

 

 

         

2
0
1
1

年
7

月
1
5

日
 

学
校

法
人

 
立

 
命

 
館

 

 

 
 

  

目
 

次
 

 は
じ
め
に
 

 Ⅰ
．
立
命
館
学

園
の

20
20

年
：
「
学
園

ビ
ジ

ョ
ン
」
 

１
．
私
た
ち
は

、
立
命
館
憲
章

の
精
神
に
則

り
、

2
02
0
年
に
お

け
る
立
命
館
の

学
園

像
と
し

て
「

学
園
ビ

ジ
ョ
ン

R
2
02
0」

を
掲
げ
ま
す

。
 

２
．
学
園
ビ
ジ

ョ
ン
を
支
え
る

3
つ
の
柱
 

 Ⅱ
．
基
本
計
画

の
め
ざ
す
も
の

 

１
．
国
際
社
会

と
地
域
に
貢
献
す
る
開

か
れ

た
学
園
へ
 

２
．

教
育

 
－

学
び

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

学
習

者
中

心
の

教
育

－
 

３
．
研
究
 
－
特
色
あ
ふ

れ
る
「

グ
ロ
ー
バ
ル

研
究

大
学
」
を

め
ざ
し
て
－
 

４
．
総
合
学
園

づ
く
り
 
－
教
育

・
研
究
の
質

向
上

を
支
え
る

学
園
創
造
－
 

５
．
教
育
・
研

究
機
関
と
し
て

の
立
命
館
の
役
割
 
－
東
日

本
大
震

災
を

受
け
て
－
 

 Ⅲ
．
大
学
・
学

校
の
基
本

計
画

 

【
１
】
立
命
館
大
学
の
基

本
計

画
 

【
２
】
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
(A
PU
)
の
基

本
計

画
 

【
３
】
一
貫
教
育
・
附
属
校
の

基
本
計
画
 

立
命
館
高

等
学
校
・

中
学

校
 
 

立
命
館
宇

治
高
等
学
校
・

中
学

校
 
 

立
命
館
慶

祥
高
等
学
校
・

中
学

校
 
 

立
命
館
守

山
高
等
学
校
・

中
学

校
 
 

立
命
館
小

学
校
 
 

 Ⅳ
．
総
合
学
園

づ
く
り
の
基
本

計
画
 

 Ⅴ
．
東
日
本
大

震
災
を
受
け
た

学
園
の
基
本

計
画
 

 Ⅵ
．
学
園
の
基

本
計
画
を

支
え

る
財
政

 
   

15
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究
機

関
の

あ
り

様
を

大
き

く
変

え
る

必
要

性
を

社
会
に

問
い

直
す

結
果

と
な

り
ま

し
た

。
立

命
館

は
、
震

災
に

遭
っ

た
学

生
・
校

友
へ

の
支

援
や

被
災

地
の

復
興

は
も

ち
ろ

ん
、
日

本
社

会
の

復
興

を
教

育
・
研

究
機

関
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
べ

く
全

学
を

あ
げ

て
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

東
日

本
大

震
災

を
受

け
た

学
園

の
基

本
計

画

に
つ

い
て

も
、
「

R
2
0
2
0
基

本
計

画
要

綱
（

補
正

版
）
」

の
中

心
テ

ー
マ

と
な

り
ま

し
た

。
 

 
上

記
の

3
月

以
降

の
新

た
な

計
画

策
定

や
取

り
組

み
を

踏
ま

え
て

、
こ

こ
に

「
未

来
を

つ
く

る
R
2
0
2
0
－

立
命

館
学

園
の

基
本

計
画

－
 

前
半

期
（

2
0
1
1
年

度
か

ら
2
0
1
5
年

度
）
の

計
画

要
綱
（

補
正

版
）
」（
「

R
2
02
0
基

本
計

画
要

綱
（

補

正
版

）
」
）

を
策

定
し

ま
し

た
。

 

本
「

R
2
0
2
0
基

本
計

画
要

綱
（

補
正

版
）」

に
提

示
さ

れ
た

個
々

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
毎

年
度

の
事

業
計

画
に

お
い

て
、
具

体
的

な
執

行
計

画
・
予

算
措

置
を

策
定

し
、
実

行
し

て
い

き
ま

す
。
な

お
、
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
社

会
情

勢
お

よ
び

学
内

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
、
適

宜
、
追

加
・

補
正
・

廃
止

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。
そ

の

た
め

に
、

毎
年

11
月

（
年

度
途

中
）

お
よ

び
5
月

（
年

度
末
）

の
2
回

、
計

画
の

進
捗

状
況

の
検

証
を

行
う

と
と

も

に
、
必

要
に

応
じ

て
計

画
の

補
正

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
そ

の
際

に
は

、
学

部
・

研
究

科
、
附

属
校

、
部

の
計

画
・
点

検
を

も
と

に
行

っ
て

い
き

ま
す

。
 

 

 

 
2 

 Ⅰ
．

立
命

館
学

園
の

2
0
20

年
：
「

学
園

ビ
ジ

ョ
ン

」
 

１
．
私

た
ち

は
、
立

命
館

憲
章

の
精

神
に

則
り

、
2
0
2
0
年

に
お

け
る

立
命

館
の

学
園

像
と

し
て
「

学
園

ビ
ジ

ョ
ン

R
2
0
2
0
」

を
掲

げ
ま

す
。

 

 「
C
r
e
a
t
i
n
g
 
a
 
F
u
t
u
r
e 

B
e
y
o
n
d
 
B
o
r
d
e
r
s
 

自
分

を
超

え
る

、
未

来
を

つ
く

る
。
」

 

 人
類

と
地

球
の

、
持

続
可
能

で
平

和
な

未
来

を
つ

く
る

た
め

に
。

 

私
た

ち
は

、
私

た
ち

自
身

の
、

組
織

の
、
地

域
や

国
の

、
制

度
の

、
さ

ま
ざ

ま
な

 

“
B
o
r
d
e
r
”

を
超

え
、

 

そ
の

力
を

発
揮

し
、

 

未
来

に
貢

献
す

る
ス

ピ
リ

ッ
ト

あ
ふ

れ
る

学
園

に
な

る
こ

と
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

 自
分

を
超

え
る

。
 

「
自

分
」

と
は

、
一

人
ひ

と
り

の
個

で
あ

り
、

個
が
所

属
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

集
ま

り
で

も
あ

り
ま

す
。

 

立
命

館
学

園
で

の
学

び
を

通
し

て
、

互
い

の
価

値
を

認
め

合
い

な
が

ら
、

 

そ
れ

ら
が

抱
え

る
境

界
や

限
界

な
ど

既
存

の
枠

を
超

え
て

踏
み

だ
す

こ
と

で
 

私
た

ち
の

可
能

性
を

ひ
ろ
げ

て
い

き
ま

す
。

 

 未
来

を
つ

く
る

。
 

私
た

ち
は

、
多

様
な

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

つ
く

り
、
つ

な
が

り
、

新
し

い
価

値
を

創
造

し
な

が
ら

、
 

一
人

ひ
と

り
が

自
ら

の
未

来
を

つ
く

り
だ

す
と

と
も

に
、

 

一
人

ひ
と

り
が

未
来

の
確

か
な

力
と

な
る

学
園

を
つ

く
り

ま
す

。
 

 ２
．

学
園

ビ
ジ

ョ
ン

を
支

え
る

3
つ

の
柱

 

(
1
)
多

様
な

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
主

体
的

な
学

び
の

展
開

 

立
命

館
学

園
は

、
知

識
の

伝
達

と
い

う
学

び
の

ス
タ

イ
ル

に
と

ら
わ

れ
ず

、
学

習
者

が
よ

り
主

体
的

に
学

び
・
成

長

す
る

こ
と

の
で

き
る
場

に
な

る
た

め
に

、
年

齢
、
分

野
、
国

籍
を

は
じ

め
と

す
る

様
々

な
“

B
o
r
d
e
r
”
を

超
え

て
、
と

も
に

高
め

あ
う
こ

と
の

で
き

る
学

習
者

中
心

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。
立

命
館

学
園

は
、
こ

こ
で

学
ぶ

人
た

ち
が

自
ら

の
力
で

課
題

を
見

い
出

し
、
そ

の
解

決
方

法
を

考
え

、
そ

れ
を

社
会

の
様

々
な

人
た

ち
と

と
も

に
語

ら

い
・

実
行

す
る

人
に

な
る

こ
と

を
、

新
し

い
教

育
の

目
標

と
し

、
そ

の
実

現
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

 

(
2
)
人

類
・

自
然

・
社

会
に

貢
献

す
る

立
命

館
ら

し
い

研
究

大
学

へ
の

挑
戦

 

 
立

命
館

学
園

は
、
分

野
、
組

織
、

年
齢

、
時

間
、
国

境
と

い
っ

た
研

究
を

取
り

巻
く
“

B
or

d
e
r
”
を

超
え

、
学

内
外

を
問

わ
ず

研
究

に
携
わ

る
様

々
な

人
た

ち
が

集
い

、
互

い
を
高

め
あ

い
な

が
ら

、
研

究
の

実
を

育
む

こ
と

の
で

き
る

学

園
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。
こ

の
た

め
に

、
一

人
ひ

と
り

の
教

員
が

自
ら

の
研

究
に

対
し

常
に

前
向

き
に

取
り

組
む

マ
イ

ン
ド

を
持

つ
と

と
も

に
、
若

手
研

究
者

が
研

究
力

を
大

き
く

伸
ば

す
こ

と
の

で
き

る
学

園
と

な
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。

立
命

館
学

園
は

、
こ

こ
で

得
ら

れ
た

成
果

を
国

内
外

を
問

わ
ず

広
く

発
信

す
る

と
と

も
に

積
極

的
に

社
会

に
役

立
て

て

い
き

ま
す

。
 

 (
3
)
学

ぶ
こ

と
の

喜
び

を
実

感
で

き
る

学
園

づ
く

り
 

立
命

館
学

園
は

、
年

齢
、
性

別
、
国

籍
、
分

野
な

ど
様

々
な
“

B
o
r
d
e
r
”

を
超

え
、
多

く
の

人
々

が
集

い
、
と

も
に

学
ぶ

こ
と

の
喜

び
を
実

感
で

き
る

学
園

づ
く

り
を

進
め

ま
す
。
こ

こ
に

集
う

人
た

ち
は

、
地

域
や

世
界

と
の

つ
な

が
り

を
知

り
、
人

類
・
自

然
と

の
か

か
わ

り
を

感
じ

な
が

ら
自

ら
の
成

長
と

社
会

に
お

け
る

役
割

を
認

識
し

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

立
命

館
学

園
を

こ
こ

に
集

う
人

た
ち

が
と

も
に

つ
く

り
上

げ
て

い
く

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。
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 Ⅱ
．

基
本

計
画

の
め

ざ
す

も
の

 

１
．

国
際

社
会

と
地

域
に

貢
献

す
る

開
か

れ
た

学
園

へ
 

「
Cr

e
a
t
i
ng

 
a 

F
u
t
u
r
e
 
B
e
y
o
n
d
 
B
o
r
d
e
r
s
 

自
分

を
超
え

る
、

未
来

を
つ

く
る

。
」

を
め

ざ
し

、
以

下
の

取
り

組

み
を

進
め

ま
す

。
 

(
1
)
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
に

位
置

す
る

学
園

と
し

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

社
会

の
な

か
で

、
世

界
と

つ
な

が
り

、
他

者
と

共
生

し
、

平
和

な
未

来
の

創
造

に
貢

献
す

る
特

色
あ

る
教

育
、

研
究

、
学

園
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
2
)
大

学
・

学
校

・
学

部
・

研
究

科
の

質
向

上
と

と
も

に
、
総

合
学

園
と

し
て

未
来

の
課

題
に

応
え

る
新

た
な

教
育

・

研
究

領
域

の
創

造
を

進
め

ま
す

。
 

(
3
)
国

際
通

用
性

の
あ

る
教

育
課

程
を

通
じ

た
学

び
の

中
で
、

未
来

社
会

の
主

人
公

を
育

て
る

次
代

創
造

の
場

に
相

応

し
い

学
園

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
4
)
学

内
外

を
問

わ
ず

研
究

に
携

わ
る

様
々

な
人

た
ち

が
集

い
、

互
い

を
高

め
あ

い
な

が
ら

、
教

育
・

研
究

の
実

を
育

む
こ

と
の

で
き

る
学

園
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
5
)
一

人
ひ

と
り

の
構

成
員

の
真

摯
な

努
力

が
豊

か
な

学
園
づ

く
り

の
大

河
と

な
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
6
)
一

人
ひ

と
り

が
主

人
公

と
な

る
、

民
主

主
義

と
平

和
の

構
築

に
貢

献
す

る
学

園
を

つ
く

り
だ

し
ま

す
。

 

(
7
)
国

境
を

超
え

て
多

く
の

若
人

か
ら

選
ば

れ
る

学
園

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
8
)
学

内
の

諸
機

関
と

の
連

携
お

よ
び

立
命

館
の

海
外

オ
フ

ィ
ス

を
活

用
し

て
国

際
産

学
官

連
携

を
進

め
、

途
上

国
お

よ
び

そ
の

周
辺

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

と
と

も
に
国

際
社

会
に

そ
の

成
果

を
発

信
し

ま
す

。
 

 ２
．

教
育

 
－

学
び

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と
学

習
者

中
心

の
教

育
－

 

グ
ロ

ー
バ

ル
化

す
る

社
会

の
期

待
に

応
え

、
社

会
を

拓
く

人
間
の

育
成

を
め

ざ
し

て
、
以

下
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

 

(
1
)
グ

ロ
ー

バ
ル

化
す

る
社

会
で

、
国

境
・

言
語

な
ど

様
々

な
“

Bo
r
d
e
r
”

を
超

え
、

他
者

を
理

解
し

つ
つ

、
多

様
な

個
を

ま
と

め
、

自
ら

行
動

し
、

現
代

社
会

・
国

際
社

会
の

状
況

を
切

り
拓

く
こ

と
が

で
き

る
人

間
を

育
成

し
ま

す
。
 

(
2
)
確

か
な

学
力

を
も

と
に

、
高

い
倫

理
性

を
も

っ
て

、
個

性
豊

か
に

世
界

で
活

躍
で

き
る

人
間

を
育

成
し

ま
す

。
 

(
3
)
正

課
・
課

外
、
国

内
・
国

外
と

い
っ

た
“

B
o
r
d
e
r
”
を

超
え

学
び

あ
う

多
様

な
学

び
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
形

成
し

、

学
習

者
中

心
の

教
育
を

進
め

ま
す

。
 

(
4
)
集

団
的

な
学

び
へ

の
支

援
と

、
一

人
ひ

と
り

の
個

の
視

点
か

ら
の

支
援

を
組

み
合

わ
せ

た
包

括
的

な
学

習
者

支
援

を
実

現
し

ま
す

。
 

(
5
)
多

面
的

ア
セ

ス
メ

ン
ト

な
ど

に
よ

る
総

合
的

な
実

態
把

握
に

基
づ

い
た

学
び

と
成

長
へ

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
 

(
6
)
時

代
の

要
請

と
社

会
的

期
待

に
応

え
る

大
学

院
を

創
造

し
ま

す
。

 

(
7
)
立

命
館

の
コ

ア
人

材
を

育
成

す
る

小
中

高
大

一
貫

教
育
の

一
層

の
充

実
と

発
展

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 ３
．

研
究

 
－

特
色

あ
ふ

れ
る

「
グ

ロ
ー

バ
ル
研

究
大

学
」

を
め

ざ
し

て
－

 

 
特

色
あ

ふ
れ

る
「

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
大

学
」

を
め

ざ
し

て
、

以
下

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
 

(
1
)
立

命
館

ら
し

い
特

色
あ

ふ
れ

る
研

究
を

推
進

し
ま

す
。

 

(
2
)
研

究
の

国
際

化
を

重
視

し
た

グ
ロ

ー
バ

ル
な

展
開

を
推

進
し

ま
す

。
 

(
3
)
知

識
基

盤
社

会
を

支
え

る
学

術
研

究
を

通
じ

た
人

間
育

成
、

大
学

院
博

士
課

程
の

強
化

を
含

め
た

、
研

究
者

ラ
イ

フ
コ

ー
ス

の
視

点
に

よ
る

若
手

研
究

者
等

の
育

成
に

努
め

ま
す

。
 

(
4
)
自

然
科

学
系

、
人

文
・

社
会

科
学

系
お

よ
び

融
合

し
た

領
域

の
研

究
を

推
進

し
、

研
究

成
果

を
広

く
社

会
に

発
信

し
ま

す
。

 

(
5
)
研

究
者

が
活

き
活

き
と

研
究

に
取

り
組

め
る

環
境

を
醸

成
し

ま
す

。
 

 ４
．

総
合

学
園

づ
く

り
 

－
教

育
・

研
究
の

質
向

上
を

支
え

る
学

園
創

造
－

 

 
教

育
・

研
究

の
質

向
上

を
支

え
る

学
園

創
造

を
め

ざ
し

て
、

以
下

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
 

(
1
)
参

加
・

参
画

に
よ

る
民

主
主

義
的

な
学

園
づ

く
り

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
2
)
活

き
活

き
と

働
く

こ
と

が
で

き
る

学
園

づ
く

り
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
3
)
社

会
に

貢
献

し
、

社
会

か
ら

支
持

さ
れ

る
学

園
づ

く
り

を
め

ざ
し

ま
す

。
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 (
4
)
国

内
外

の
社

会
的

連
携

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

さ
ら

な
る

強
化

を
は

か
り

ま
す

。
 

(
5
)
総

合
学

園
と

し
て

立
命

館
大

学
と

立
命

館
ア

ジ
ア

太
平

洋
大

学
、

各
附

属
校

と
の

連
携

を
一

層
強

化
し

ま
す

。
 

(
6
)
大

学
教

員
・

附
属

校
教

員
・

職
員

の
質

の
向

上
と

体
制

の
充

実
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
7
)
全

て
の

大
学

・
学

校
に

お
い

て
学

園
全

体
と

し
て

の
マ

ス
タ

ー
・

プ
ラ

ン
に

基
づ

く
キ

ャ
ン

パ
ス

創
造

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

 ５
．

教
育

・
研

究
機

関
と

し
て

の
立

命
館

の
役

割
 

－
東

日
本

大
震

災
を

受
け

て
－

 

 
3
月

11
日

に
発

生
し

た
東

日
本

代
震

災
と

そ
の

後
の

福
島

原
子

力
発

電
所

事
故

は
、
教

育
・
研

究
機

関
と

し
て

の
大

学
・
学

校
の

役
割

に
新

た
な

課
題

を
突

き
つ

け
て

い
ま

す
。
復

興
へ

向
け

た
社

会
の

要
請

を
受

け
て

、
立

命
館

は
以

下

の
取

り
組

み
を
進

め
ま

す
。

 

(
1
)
教

育
・

研
究

機
関

と
し

て
人

類
社

会
の

未
来

を
切

り
ひ

ら
く

役
割

と
使

命
を

果
た

す
こ

と
を

あ
ら

た
め

て
胸

に
刻

み
ま

す
。
そ

し
て
立

命
館

と
し

て
、
被

災
地

の
復

興
、
日

本
社

会
の

再
建

に
貢

献
す

る
取

り
組

み
を

長
期

に
わ

た
っ

て
全

学
を

あ
げ
て

進
め

ま
す

。
 

(
2
)
日

本
社

会
の

復
興

を
担

う
人

間
の

育
成

に
取

り
組

み
、

若
者

が
存

分
に

勉
学

を
深

め
る

場
と

し
て

の
学

園
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

(
3
)
教

育
・

研
究

機
関

と
し

て
、

人
と

人
や

こ
こ

ろ
の

つ
な

が
り

、
人

と
社

会
の

つ
な

が
り

、
人

と
自

然
の

共
存

、
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
・
親

環
境

社
会

、
災

害
に

強
い

社
会

と
い

っ
た

震
災

後
の

新
し

い
社

会
の

構
築

に
寄

与
す

べ
く

可
能

な

限
り

の
努

力
を
行

い
ま

す
。

 

(
4
)
災

害
時

に
お

け
る

学
生

・
生

徒
や

教
職

員
さ

ら
に

は
校

友
・

父
母

を
は

じ
め

学
園

に
関

る
者

の
安

全
・

安
心

の
向

上
に

取
り

組
み

ま
す
。

 

(
5
)
地

域
の

一
員

と
し

て
、

地
域

社
会

と
の

連
携

を
強

め
、

災
害

時
の

地
域

社
会

の
安

全
・

安
心

を
向

上
す

る
役

割
を

担
う

学
園

創
造

を
進

め
ま

す
。

 

  Ⅲ
．

大
学

・
学

校
の

基
本

計
画

 

【
１

】
立

命
館

大
学

の
基

本
計

画
 

１
．

基
本

目
標

 

(
1
)
学

習
者

が
中

心
と

な
る

教
育

お
よ

び
包

括
的

学
習

者
支

援
を

通
じ

て
総

合
的

人
間

力
を

も
っ

た
学

生
を

育
成

し
ま

す
。

 

立
命

館
大

学
で

は
、「

総
合

的
人

間
力

」
を

持
っ

た
学

生
を
育

成
し

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
1
)
他

者
と

と
も

に
学

び
、

相
互

の
信

頼
と

共
感
の

な
か

で
、
一

人
ひ

と
り

が
自

己
を

確
立

し
て

い
く

、
2)

社
会

と
の

か
か

わ
り

の
な

か
で

活
動

し
、

社
会

貢
献

を
通

じ
て
成

長
し

て
い

く
、
3
)国

際
社

会
に

お
け

る
多

文
化

共
生

と
社

会
的

な
視

野
を

も
っ

て
判

断
し

行
動

し
て

い
く

こ
と

の
で

き
る

学
生

を
育

成
し

ま
す

。
全

て
の

学
生
が

こ
の

よ
う

な
人

材
養

成
像

を
踏

ま
え

、
一

人
ひ

と
り

の
自

己
実

現
を

達
成
す

る
た

め
、

以
下

の
主

要
な

基
本

目
標

を
設

定
し

ま
す

。
 

①
正

課
・

課
外

の
枠

を
超

え
た

多
様

な
「

学
び

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」

を
形

成
し

ま
す

。
 

②
一

人
ひ

と
り
の

成
長

と
集

団
の

中
で

の
成

長
を

重
視

し
た

教
学

展
開

と
支

援
を

進
め

ま
す

。
 

③
“

B
o
r
d
e
r
”

を
超

え
て

国
内

・
国

外
の

学
生

が
と

も
に
学

び
あ

う
国

際
教

育
の

仕
組

み
を

構
築

し
ま

す
。

 

④
多

面
的

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
な

ど
に

よ
る

総
合

的
な
実

態
把

握
を

基
礎

に
し

た
支

援
を

進
め

ま
す

。
 

⑤
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

視
点

か
ら

の
自

己
形

成
・

成
長

支
援

を
進

め
ま

す
。

 

⑥
正

課
・

課
外

の
枠

を
超

え
た

学
び

を
実

現
す

る
た

め
の

環
境

・
条

件
づ

く
り

と
支

援
を

構
築

し
ま

す
。

 

 (
2
)
特

色
あ

ふ
れ
る

「
グ

ロ
ー

バ
ル

研
究

大
学

」
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

 
大

学
に

お
け
る

研
究
の

社
会

的
責

務
を

果
た

す
た

め
、
国

際
的

な
視

点
で

研
究

に
取

り
組

み
、
そ

の
成

果
を

社
会

に

発
信

す
る

と
と

も
に
、
教

育
に

還
元

す
る

グ
ロ

ー
バ

ル
研

究
大

学
を

め
ざ

し
ま

す
。
こ

の
た

め
に

、
以

下
の

基
本

目
標

を
設

定
し

ま
す

。
 

①
立

命
館

大
学

が
、
国

内
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

研
究

力
量

を
有
す

る
大

学
と

し
て

の
地

位
を

確
立

す
る

と
と

も
に

、
国

17
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際
的

に
高

い
水

準
の

特
色

あ
る

研
究

拠
点

や
研

究
分

野
を

有
す

る
大

学
と

し
て

認
知

さ
れ

る
こ

と
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

②
常

に
一

段
高

い
研

究
水

準
を

め
ざ

し
、
研

究
に

意
欲

的
に

取
り

組
む

よ
う

な
風

土
づ

く
り

や
研

究
活

動
を

支
え

る

研
究

環
境

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
 

③
産

学
官

連
携

活
動

を
通

じ
て

、
国
・
地

方
公

共
団

体
や

産
業

界
と

の
受

託
研

究
・
共

同
研

究
等

を
推

進
し

、
こ

れ

ら
の

研
究

成
果

を
広

く
社

会
に

還
元

し
、

社
会

に
貢

献
し

ま
す

。
 

 (
3
)
教

育
、

研
究

、
学

生
生

活
を

支
え

る
キ

ャ
ン

パ
ス

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
 

2
0
2
0
年

に
向

け
て

全
て

の
学

部
・
研

究
科

の
教

学
展

開
を
実

現
さ

せ
、
そ

の
質

向
上

を
は

か
る

と
と

も
に

、
学

生
生

活
・
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
改

善
、
学

生
諸

活
動

の
施

設
等

の
充

実
、
交

通
ア

ク
セ

ス
・
通

学
条

件
の

改
善

に
つ

な
が

る
も

の

と
し

て
、

大
阪

茨
木

キ
ャ

ン
パ

ス
の

開
設

お
よ

び
既

存
キ

ャ
ン

パ
ス

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
 

 
①

教
育

・
研

究
の

質
向

上
を

支
え

る
キ

ャ
ン

パ
ス

づ
く

り
を
進

め
ま

す
。

 

 
②

学
生
・
院

生
の

課
外

自
主

活
動

を
支

え
る

キ
ャ

ン
パ

ス
づ

く
り

と
各

キ
ャ

ン
パ

ス
の

特
色

あ
る

施
設

等
の

整
備

を

進
め

ま
す

。
 

 
③

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ペ

ー
ス

の
配

置
を

進
め

ま
す

。
 

 
④

飲
食

・
ス

ポ
ー

ツ
等

を
含

む
学

生
・

院
生

・
教

職
員

の
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
改

善
を

進
め

ま
す

。
 

 
⑤

地
域

と
の

調
和

・
地

域
へ

の
貢

献
を

め
ざ

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

 
⑥

安
全

・
安

心
、

親
環

境
、

地
域

防
災

拠
点
の

キ
ャ

ン
パ

ス
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

 ２
．

教
育

に
関

す
る

主
な

取
り

組
み

 
 

(
1
)
初

等
教

育
・

中
等

教
育

か
ら

高
等

教
育

ま
で

の
一

貫
教

育
を

一
層

推
進

し
、

高
等

学
校

と
大

学
と

の
接

続
教

育
を

充
実

し
ま

す
。

 

(
2
)
高

等
学

校
か

ら
大

学
へ

の
円

滑
な

移
行

を
は

か
り

、
大

学
4
年

間
の

学
習

の
開

始
と

な
る

初
年

次
教

育
を

充
実

し

ま
す

。
初

年
次

教
育

で
は

、
学

び
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る
主

体
的

な
学

び
の

確
立

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
3
)
4
年

間
（

薬
学

部
で

は
6
年

間
）
の

一
貫

し
た

小
集

団
教

育
を

充
実

さ
せ

、
4
年

間
（

薬
学

部
は

6
年

間
）
の

学
び

の
集

大
成

と
し

て
大

学
卒

業
時

の
学
び

の
質

保
証

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

卒
業

論
文

、
卒

業
研

究
、
卒

業
制

作
の

必
修

化
、
あ

る
い

は
そ

れ
に
代

わ
る

検
証

可
能

な
シ

ス
テ

ム
を

設
定

し
ま

す
。

 

(
4
)
学

生
の

正
課

・
課

外
に

わ
た

る
学

び
の

環
境

整
備

・
学
び

と
成

長
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

①
教

員
組

織
整

備
（

S
T
比

）
の

改
善

を
実

施
し

ま
す

。
2
01
0
年

度
末

の
教

員
定

数
比

で
2
0
1
5
年

度
ま

で
に

総
枠

5
9
.
5

名
の

増
員

を
行

い
ま

す
。

学
部

・
研

究
科

の
実

情
に

応
じ

て
、

卒
業

論
文

・
卒

業
研

究
・

卒
業

制
作

の
必

修
化

も
含

め
た

4
年

間
（

薬
学

部
で

は
6
年

間
）
を

通
じ

た
小

集
団

教
育
（

実
習

等
も

含
む

）
の

全
面

展
開

を
可

能
に

す
る

ST
比

を
め

ざ
し

ま
す

。
ま

た
、

専
任

担
当

率
を

向
上

し
ま

す
。

 

②
教

職
員

の
能

力
向

上
に

取
り

組
み

ま
す

。
そ

の
た

め
に

学
部
・
研

究
科

と
教

育
開

発
推

進
機

構
と

の
連

携
を

は
か

り
ま

す
。

 

③
自

学
自

習
、
グ

ル
ー

プ
学

習
な

ど
学

び
の

場
と

し
て

の
学

習
図

書
館

構
想
（

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

含
む

）
を

実
現

し
ま

す
。

 

④
学

生
同

士
、
学

生
と

教
員

、
学

部
生

と
院

生
等

を
繋

ぐ
場

と
し

て
の

学
生

の
「

居
場

所
」
づ

く
り

、
学

生
の

ク
ラ

ブ
活

動
や

ス
ポ

ー
ツ

活
動

、
自

主
的

な
活

動
の

場
と

し
て

の
ス

チ
ュ

ー
デ

ン
ト
・
コ

モ
ン

ズ
的

な
施

設
の

整
備

を

進
め

ま
す

。
 

(
5
)
研

究
科

・
専

攻
ご

と
の

理
念

・
目

的
・

目
標

を
実

現
す

る
た

め
の
大

学
院

教
育

の
質

向
上

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

の
充

実
、
複

数
指

導
体

制
の

構
築

、
院

生
版

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

開
発

、
キ

ャ
リ

ア
支

援
、
社

会

人
の

学
び

や
す

い
環

境
の

整
備

、
国

際
的

研
究

活
動

の
推

進
、
ま

た
教

員
組

織
の

自
発

的
な

取
り

組
み

と
し

て
、
個

々

の
教

員
の

自
主

的
で

創
意

あ
る

評
価

の
試

行
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

(
6
)
各

学
部

・
研

究
科

の
国

際
教

育
の

展
開

を
強

化
し

ま
す

。
 

①
国

際
化

拠
点

整
備

事
業

（
G
3
0
）

を
推
進

し
ま

す
。

国
際

関
係

学
部

（
2
01

1
年

）
、

政
策

科
学

研
究

科
後

期
課

程

（
2
01

1
年

）、
政

策
科

学
部

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
究

科
前

期
課

程
に

お
い

て
英

語
コ

ー
ス

を
開
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設
し

ま
す

。
 

②
複

数
の

文
化

に
お

け
る

経
験

を
持

ち
、
複

数
言

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

行
え

る
運

用
能

力
と

異
文

化
間

交

流
に

参
加

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
の

言
語

教
育

を
充

実
し

ま
す

。
そ

の
一

環
と

し
て

、
2
0
2
0

年
に

お

い
て

約
3
割

の
学

生
の

海
外

派
遣

、
大

学
院

前
期

課
程

院
生

の
約

半
数

の
国

際
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等
の

参
加

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

③
キ

ャ
ン

パ
ス

内
で

の
多

文
化

共
生

の
学

び
の

展
開
と

国
際

学
生

へ
の

支
援

強
化

を
進

め
ま

す
。

 

④
英

語
に

よ
る

授
業
を

実
施

す
る

学
部
・
研

究
科

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
や

教
員

組
織

整
備

、
英

語
基

準
留

学
生

お

よ
び

日
本

語
基

準
留

学
生

に
対

す
る

日
本

語
教

育
の

整
備

、
海

外
派

遣
学

生
の

抜
本

的
増

加
を

め
ざ

す
プ

ロ
グ

ラ

ム
の

整
備

、
国

際
寮
の

開
発

も
含

め
た

受
入

諸
基

盤
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

⑤
夏

期
休

暇
を

利
用
し

た
カ

レ
ッ

ジ
構

想
な

ど
、

短
期

留
学

生
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

(
7
)
学

生
が

学
び

の
到

達
点
に

確
信

を
持

ち
、「

自
己

の
個

性
を

理
解

し
、
主

体
的

に
自

ら
の

キ
ャ

リ
ア

を
選

択
し

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
す

る
能

力
と

態
度

」
を

社
会

と
の

関
り

で
自

ら
認

識
し

、
定

着
す

る
仕

組
み

を
学

び
の

中
に

構
築

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、

大
学

院
生

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
も

強
化

し
ま

す
。

 

(
8
)
情

報
通

信
技

術
（

I
CT

）
を

活
用
し

た
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

 

 
①

新
た

な
LM

S（
ラ

ー
ニ

ン
グ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
･
シ

ス
テ

ム
）
を

全
学

的
に

導
入

し
、
教

育
成

果
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
と

も
連

動
さ

せ
、

日
常

的
な

学
び

を
総

合
的
に

可
視

化
す

る
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
 

 
②

自
学

自
習

を
支

援
す

る
た

め
、
多

様
な

e
-ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、
授

業
教

材
や

授
業

そ

の
も

の
を

W
e
b
上

で
公

開
す

る
取

り
組

み
等

を
拡

充
し

ま
す

。
 

(
9
)
集

団
的

な
学

び
へ

の
支

援
と

同
時

に
、
学

生
に

対
す

る
個
を

重
視

し
た

質
の

高
い

支
援

体
制

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
 

①
特

別
支

援
ニ

ー
ズ
を

持
つ

学
生

（
発

達
障

害
を

中
心

に
）
へ

の
支

援
の

新
た

な
仕

組
み

と
体

制
を

確
立

し
ま

す
。
 

②
高

等
学

校
新

課
程
に

対
応

し
た

リ
メ

デ
ィ

ア
ル

教
育

の
充

実
な

ど
の

学
習

支
援

を
強

化
し

ま
す

。
 

(
1
0
)
課

外
自

主
活

動
支
援

を
充

実
し

、
学

生
の

自
主

性
に

基
づ

く
、
｢
学

び
と

成
長

｣
を

支
援

し
伸

ば
す

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

①
全

学
生

が
何

ら
か

の
自

主
活

動
に

参
加

し
、
課

外
自

主
活

動
を

通
じ

た
地

域
交

流
・
社

会
連

携
・
国

際
交

流
が

盛

ん
と

な
る

状
態

を
生

み
出

し
、

一
般

学
生

も
含

む
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

活
動

の
条

件
を

拡
充

し
ま

す
。

 

②
学

術
・
学

芸
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
の

活
性

化
・
高

度
化

政
策

を
策

定
し

ま
す

。
大

学
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
・
世

界
水

準

の
活

動
を

創
出

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
ま

す
。
そ

の
中

で
、
指

標
・
基

準
を

再
整

理
し

、
重

点
強

化
ク

ラ
ブ

の
設

定
と

指
導

体
制

、
財

政
援

助
等

の
環

境
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

(
1
1
)
学

生
の

総
合

的
実

態
把

握
と

そ
の

た
め

の
仕

組
み

づ
く

り
、
学

生
の

主
体

的
な

学
び

と
成

長
の

目
標

指
標

づ
く

り

を
進

め
ま

す
。

 

(
1
2
)
立

命
館

大
学

と
し

て
の

経
済

支
援

政
策

（
奨

学
金
、

学
費

減
免

等
）

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

(
1
3
)
正

課
・
課

外
の
枠

を
超

え
て

学
生

の
自

立
的

な
学

び
、
成

長
を

支
援

す
る

横
断

組
織

と
教

学
的

な
課

題
を

含
む

支

援
の

課
題

に
つ

い
て

独
自

の
意

思
決

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る
「

総
合

学
生

支
援

機
構
（

仮
称

）
」
を

構
築

し
ま

す
。

 

 ３
．

研
究

に
関

す
る

主
な

取
り

組
み

 

(
1
)
独

創
的

で
多

様
な

研
究

を
推

進
し

、
研

究
拠

点
を

形
成

し
ま

す
。

 

①
学

内
研

究
高

度
化

推
進

制
度

の
運

用
実

態
を

踏
ま

え
た

見
直

し
・
改

善
に

よ
り

基
盤

的
研

究
強

化
に

資
す

る
制

度

の
充

実
を

は
か

り
ま

す
。

 

②
立

命
館

大
学

ら
し

い
特

色
あ

る
研

究
拠

点
を

世
界

に
誇

れ
る

研
究

拠
点

に
育

成
、

発
展

さ
せ

ま
す

。
 

③
学

内
研

究
資

源
の

効
果

的
・
効

率
的

配
分

、
国

の
競

争
的

資
金

や
地

方
公

共
団

体
、
産

業
界

か
ら

の
学

外
研

究
費

の
確

保
に

努
め

ま
す
。

 

(
2
)
研

究
環

境
の

整
備

・
充

実
を

は
か

り
ま

す
。

 

①
教

学
機

関
と

連
携
し

、
研

究
に

集
中

で
き

る
時

間
確

保
を

は
か

り
ま

す
。

 

②
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備
と

関
わ

り
研

究
関

連
施

設
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

ま
す

。
 

③
研

究
支

援
業

務
の

高
度

化
、

事
務

局
体

制
の

整
備

・
充

実
を

は
か

り
ま

す
。

 

④
女

性
教

員
・

研
究

者
へ

の
支

援
を

進
め

、
男

女
共

同
参

画
を

促
進

し
ま

す
。

 

⑤
研

究
倫

理
に

対
応
し

た
審

査
制

度
の

運
用

に
よ

る
、
研

究
対

象
者

と
研

究
者

が
と

も
に

保
護

さ
れ

る
仕

組
み

を
構

18
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築
し

ま
す

。
 

(
3
)
研

究
機

構
、

研
究

所
・

研
究

セ
ン

タ
ー

の
活

動
基

盤
を

強
化

し
ま

す
。

 

①
研

究
機

構
、
研

究
所
・
研

究
セ

ン
タ

ー
そ

れ
ぞ

れ
の

設
置

理
念

、
目

標
、
組

織
運

営
、
予

算
の

あ
り

方
等

を
見

直

し
ま

す
。

 

②
研

究
科

と
の

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
設

定
し

、
博

士
課

程
後

期
課

程
学

生
の

参
画

の
仕

組
み

を
構

築
し

ま
す

。
 

(
4
)
次

世
代

を
担

う
若

手
研

究
者

等
を

育
成

し
ま

す
。

 

①
「

ポ
ス

ト
ド

ク
ト

ラ
ル

フ
ェ

ロ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
充

実
等
、

国
内

外
か

ら
優

秀
な

若
手

研
究

者
を

受
け

入
れ

、

研
究

活
動

を
通

じ
た

人
材

育
成

を
促

進
し

ま
す

。
 

②
大

学
院

留
学

生
が

研
究

活
動

に
積

極
的

に
参

画
で

き
る

環
境

を
整

備
し

ま
す

。
 

③
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
応

じ
た

多
様

な
支

援
策

を
確

立
し

ま
す

。
特

に
博

士
課

程
後

期
課

程
か

ら
ポ

ス
ト
・
ド

ク
タ

ー
ま

で
の

期
間

を
重

点
育

成
期

間
と

位
置

づ
け

た
支

援
を

展
開

し
ま

す
。

 

④
若

手
研

究
者

の
海

外
で

の
研

究
経

験
を

促
進

す
る

学
内

制
度

を
充

実
し

ま
す

。
 

⑤
博

士
課

程
後

期
課

程
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

支
援

策
の

安
定

的
運

用
を

は
か

り
ま

す
。

 

(
5
)
国

内
外

の
多

様
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

ま
す

。
 

①
国

外
大

学
・
研

究
機

関
と

の
研

究
協

力
協

定
、
研

究
機

構
、
研

究
所
・
研

究
セ

ン
タ

ー
と

の
接

続
を

強
化

し
、
共

同
研

究
等

の
多

様
な

国
際

連
携

研
究

を
推

進
し

ま
す

。
 

②
国

際
的

な
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

向
け

た
支

援
、
海

外
か

ら
の

研
究

者
受

け
入

れ
等

の
環

境
・
基

盤
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

③
国

内
の

大
学
・
研

究
機

関
と

の
研

究
連

携
を

深
め

、
研

究
交

流
・
研

究
協

力
の

成
果

を
広

く
社

会
に

普
及

さ
せ

ま

す
。

 

④
産

学
官

連
携

の
更

な
る

推
進

に
向

け
た

効
果

的
な

体
制

を
構

築
し

ま
す

。
 

(
6
)
研

究
成

果
の

発
信

を
重

視
し

、
促

進
す

る
機

能
を

強
化

し
ま

す
。

 

①
論

文
、

著
書

、
研

究
発

表
等

に
よ

る
研

究
成

果
の

発
信

を
促

進
す

る
機

能
を

強
化

し
ま

す
。

 

②
研

究
業

績
公

開
ツ

ー
ル

で
あ

る
「

研
究

者
学

術
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
」
の

登
録

率
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進

め
ま

す
。

 

③
研

究
広

報
の

強
化
に

努
め

ま
す

。
 

 ４
．

入
学

政
策

に
関

す
る
主

な
取

り
組

み
 

立
命

館
大

学
入

学
政

策
の

基
本

方
針

で
あ

る
「

全
国

性
と
多

様
性

」
を

堅
持

し
つ

つ
、
本

学
を

熱
望

す
る

受
験

生
の

確
保

す
る

取
り

組
み

を
一

層
強

化
し

ま
す

。
特

に
独

自
試

験
で

の
受

験
生

の
拡

大
を

め
ざ

し
ま

す
。
そ

の
た

め
に

以
下

の
取

り
組

み
を
進

め
ま

す
。

 

(
1
)
各

学
部

の
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ポ
リ

シ
ー

を
一

層
分

か
り

易
く

す
る

と
と

も
に

、
高

等
学

校
に

お
け

る
学

習
指

導
要

領
に

よ
る

指
導

実
態

を
踏

ま
え

て
、
複

線
化

し
た

入
試

方
式
を

発
展

的
に

整
理

統
合

し
、
高

校
現

場
に

と
っ

て
分

か

り
や

す
い

入
試

制
度

に
し

ま
す

。
 

(
2
)
2
0
1
2
年

度
か

ら
の

高
校

に
お

け
る

学
習

指
導

要
領

の
抜

本
的

な
改

訂
内

容
と

高
校

現
場

で
の

指
導

方
針

を
把

握
し

、

本
学

入
試

問
題

や
出

題
体

制
の

あ
り

方
に

関
し

て
も
検

討
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
し

ま
す

。
 

(
3
)
 
国

際
化

拠
点

整
備

事
業

（
G
3
0）

に
掲

げ
て

い
る

留
学

生
の

受
入

目
標

（
短

期
留

学
生

も
含

め
て

4,
0
0
0
名

）
を

達
成

す
る

た
め

に
、

留
学

生
の

募
集

方
法

・
募

集
体

制
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

(
4
)
中

期
的

な
政

策
目

標
と

し
て

実
志

願
者

数
の

拡
大

と
総

志
願

者
数

で
8
0
,
0
0
0
人

の
確

保
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

 ５
．

学
部

・
研

究
科

・
教

学
機

関
の

主
な

取
り

組
み

 

学
部
（

学
士

課
程

）
教

学
改

革
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
ま

し
た

。
各

学
部

・
研

究
科

の
教

学
改

革
・
展

開
は

一
律

に
進

む
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

2
0
1
1
年

度
の

全
学

協
議

会
に

向
け

て
、

20
11

年
度

中
に

は
各

学
部

・
研

究
科

の

教
学

改
革
・
展

開
の

方
向

性
を

提
示

し
、
学

生
と

も
協

議
を

行
い

ま
す

。
な

お
、
既

に
検

討
が

進
め

ら
れ

て
い

る
取

り

組
み

は
以

下
の
通

り
で

す
。

 

(
1
)
 国

際
化

拠
点

整
備

事
業

（
G
3
0
）

を
は

じ
め

と
し

た
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

す
る

取
り

組
み

（
国

際
関

係
学

部
、

政
策

科
学

部
、
政

策
科

学
研

究
科

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
科

の
英

語
コ

ー
ス

設
置

、
情

報
理

工
学

 

 
8 

 

部
と

大
連

理
工

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
国

際
的

な
教

育
研

究
拠

点
の

形
成

等
）

 

(
2
)
映

像
研

究
科

修
士

課
程

（
2
0
1
1
年

度
開

設
）
、

ス
ポ

ー
ツ
健

康
科

学
研

究
科

博
士

課
程

後
期

課
程

の
設

置
 

(
3
)
文

学
部

2
0
1
2
年

度
改

革
（

学
域

・
専

攻
制

度
等

）
 

(
4
)
理

工
学

部
2
0
1
2
年
度

改
革

 

(
5
)
理

工
学

研
究

科
の

2
0
12

年
度

改
革
（

理
工

学
研

究
科

の
再

編
、
情

報
理

工
学

研
究

科
お

よ
び

生
命

科
学

研
究

科
の

設
置

）
、

薬
学

部
の

完
成

年
度

後
の

研
究

科
の

設
置

の
検

討
、

医
学

部
と

連
携

し
た

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

領
域

の
展

開
 

(
6
)
2
0
1
5
年

度
に

向
け

て
、

経
営

学
部

・
経

営
学

研
究

科
、

政
策

科
学

部
・

政
策

科
学

研
究

科
の

新
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

新
展

開
を

は
か
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
経

営
管

理
研

究
科
、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
科

、
公

務

研
究

科
の

新
展

開
の

検
討

を
進

め
ま

す
。

 

(
7
)
人

間
系

新
教

学
構

想
の

検
討

（
心

理
系

新
学

部
、

教
育

系
新

学
部

、
教

育
系

新
研

究
科

、
人

間
系

博
士

課
程

研
究

科
の

設
置

の
検

討
、
人

間
系

新
教

学
構

想
の

中
に

お
け

る
応

用
人

間
科

学
研

究
科

の
再

編
、
言

語
教

育
情

報
研

究
科

の
展

開
）

 

(
8
)
社

系
教

学
高

度
化

の
取

り
組

み
（

大
阪

新
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る
研

究
機

関
・

大
学

院
の

拠
点

形
成

、
び

わ
こ

・

く
さ

つ
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

新
た

な
文

理
総

合
の

構
想

展
開

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
な

ど
地

域
社

会
と

連
動

し
た

産
業

社
会

学
部
の

新
展

開
等

）
 

 

(
9
)
文

化
遺

産
情

報
学

拠
点

（
グ

ロ
ー

バ
ル

C
O
E
の
将

来
展

開
）

の
検

討
 

(
1
0
)
共

通
教

育
、

外
国

語
教

育
、

国
際

教
育

の
取

り
組

み
 

 ６
．

既
存

キ
ャ

ン
パ

ス
（

衣
笠

キ
ャ

ン
パ

ス
、

び
わ

こ
・

く
さ

つ
キ

ャ
ン

パ
ス

）
の

整
備

の
取

り
組

み
 

衣
笠

キ
ャ

ン
パ

ス
は

、
歴

史
と

文
化

の
都

市
・
京

都
か

ら
世

界
へ

発
信

す
る

伝
統

と
創

生
の

人
文

社
系

キ
ャ

ン
パ

ス

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

び
わ

こ
・

く
さ

つ
キ

ャ
ン

パ
ス

は
、
世

界
標

準
の

教
育

研
究
、
知

見
、
技

術
を

創
出

し
、
世

界
・

地
域

へ
発

信
す

る

イ
ノ

ベ
イ

テ
ィ

ブ
・

キ
ャ

ン
パ

ス
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
1
)
衣

笠
キ

ャ
ン
パ

ス
の

主
な

再
整

備
計

画
 

衣
笠

キ
ャ

ン
パ

ス
で

は
、
教

室
ス

ペ
ー

ス
の

拡
充

、
学

習
図

書
館

構
想
の

実
現

、
教

員
研

究
室

の
増

室
、
文

学
部

等

の
教

学
改

革
へ

の
対

応
、

課
外

活
動

設
備

の
充

実
、

飲
食

環
境

・
ア

ク
セ

ス
条

件
の

改
善

、
学

生
の

居
場

所
の

創
出

、

キ
ャ

ン
パ

ス
全

体
の
質

的
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
向

上
を

進
め

ま
す

。
 

以
上

を
踏

ま
え

て
、

以
下

の
再

整
備

計
画

の
検

討
を

進
め

ま
す

。
 

①
新

し
い

学
習

図
書

館
の

建
設

 

②
学

部
基

本
施

設
の

整
備

 

③
学

生
会

館
の

整
備

 

④
国

際
教

育
寮

の
建

設
 

 
⑤

原
谷

で
の

体
育

施
設

の
拡

充
 

 
⑥

修
学

館
耐

震
補

強
工

事
の

実
施

 

(
2
)
び

わ
こ

・
く

さ
つ

キ
ャ

ン
パ

ス
の

主
な

再
整

備
計

画
 

び
わ

こ
・
く

さ
つ

キ
ャ
ン

パ
ス

で
は

、
薬

学
・
理

工
系

施
設
、
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
部

の
学

年
進

行
・
課

外
活

動
団

体
の

利
用

状
況

と
関
っ

た
ス

ポ
ー

ツ
関

連
施

設
、
教

室
ス

ペ
ー

ス
、
飲

食
環

境
・

ア
ク

セ
ス

の
拡

充
・
改

善
、
課

外
活

動
の

高
度

化
を

支
援
す

る
施

設
整

備
、
学

生
の

居
場

所
の

創
出
、
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

の
質

的
ア

メ
ニ

テ
ィ

の
向

上
、
教

員
研

究
室

の
増

室
を
進

め
ま

す
。

 

以
上

を
踏

ま
え

て
、

以
下

の
再

整
備

計
画

の
検

討
を

進
め

ま
す

。
 

 
①

理
工

系
施

設
の
拡

充
 

 
②

体
育

施
設

の
拡

充
 

 
③

近
隣

地
に

お
け
る
国

際
教

育
寮

の
建

設
 

 
④

キ
ャ

ン
パ

ス
緑

地
の

計
画

的
・

継
続

的
な

再
生
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 ７
．

新
キ

ャ
ン

パ
ス

開
設
に

向
け

た
取

り
組

み
 

大
阪

府
茨

木
キ

ャ
ン

パ
ス

の
2
0
1
5
年

度
開

設
を

め
ざ

し
ま

す
。

大
阪

茨
木

キ
ャ

ン
パ

ス
は

、
社

会
・

地
域

・
人

間

の
現

在
と

未
来

の
課

題
に

応
え

る
諸

科
学

の
教

育
研

究
キ

ャ
ン

パ
ス

を
め

ざ
す

と
と

も
に

、
学

生
生

活
、
課

外
自

主
活

動
、

ア
メ

ニ
テ

ィ
等

の
条

件
整

備
を

は
か

り
ま

す
。

 

①
経

営
学

部
・
経

営
学

研
究

科
、
政

策
科

学
部
・
政

策
科

学
研

究
科
の

新
キ

ャ
ン

パ
ス

に
お

け
る

新
展

開
を

は
か

り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、
経

営
管

理
研

究
科

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
研

究
科

、
公

務
研

究
科

の
新

展
開

の

検
討

を
進

め
ま

す
。

 

②
研

究
所

・
研

究
セ

ン
タ

ー
と

大
学

院
の

一
体

的
拠

点
形

成
を

進
め

ま
す

。
 

③
大

阪
茨

木
キ

ャ
ン

パ
ス

と
梅

田
の

大
阪

キ
ャ

ン
パ

ス
を

活
用

し
て

、
社

会
人
・
大

学
院

教
育

の
新

し
い

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

 

④
国
・
地

方
自

治
体
・
地

域
・
産

業
界

等
と

大
学

と
の

連
携

に
よ

る
施

設
・
ス

ペ
ー

ス
の

活
用

を
は

か
り

、
立

命
館

の
研

究
と

社
会

連
携

の
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

機
能

を
果

た
し

ま
す

。
 

⑤
海

外
大

学
オ

フ
ィ

ス
等

を
誘

致
し

、
立

命
館

と
世

界
を

つ
な

ぐ
海

外
大

学
等

連
携

機
能

を
果

た
し

ま
す

。
 

⑥
地

域
と

連
携

・
調

和
し

、
立

命
館

全
キ

ャ
ン

パ
ス

の
高

度
化

に
つ

な
が

る
キ

ャ
ン

パ
ス

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
 

  【
２

】
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学
（

A
P
U
）

の
基

本
計

画
 

１
．

基
本

目
標

 

(
1
)
A
P
U

の
基

本
理

念
を

体
現

し
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
の

発
展
に

貢
献

す
る

人
材

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

う
る

人
材

を
養

成
し

ま
す

。
 

A
P
U
で

は
、
1
)
相

互
理

解
の

立
場

で
さ

ま
ざ

ま
な

国
・
地

域
の

人
々

と
協

力
で

き
る

国
際

感
覚

と
国

際
的

視
野

を
身

に
付

け
た

日
本

人
、

2
)
日

本
の

高
等

教
育

機
関

で
学

び
、

日
本
を

正
し

く
理

解
し

、
国

際
社

会
で

活
躍

す
る

国
際

学

生
、

3
)
日

本
と

諸
外

国
の

間
の

友
好

信
頼

関
係

の
構

築
と

各
国
・

地
域

の
将

来
の

社
会

・
経

済
の

発
展

に
寄

与
す

る

人
間

を
育

成
し

ま
す

。
全

て
の

学
生

が
こ

の
よ

う
な

人
材

養
成

像
を

踏
ま

え
、

一
人

ひ
と

り
の

自
己

実
現

を
達

成
す

る
た

め
、

以
下

の
主

要
な

基
本

目
標

を
設

定
し

ま
す

。
 

①
高

等
教

育
機

関
と

し
て

通
用

性
あ

る
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
し

、
教

学
の

一
層

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

②
国

外
の

高
等

教
育

機
関

と
国

際
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
を

構
築

し
、
単

位
互

換
、
デ

ュ
ア

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
世

界
で

学
べ

る
環

境
を

築
き

ま
す

。
 

③
世

界
中

か
ら

学
生

が
集

う
A
P
U
の

特
徴

を
活

か
し

、
正

課
・
課

外
を

問
わ

ず
、
多

文
化

が
交

流
す

る
キ

ャ
ン

パ
ス

ラ
イ

フ
を

提
供

し
ま

す
。
ま

た
、
多

文
化

が
共

生
す

る
国

際
寮
（

A
P
ハ

ウ
ス

）
を

利
用

し
た

教
育

を
進

め
ま

す
。

 

④
高

等
教

育
機

会
を

求
め

る
世

界
中

の
若

者
、
日

本
に

留
学
を

希
望

す
る

若
者

を
受

け
入

れ
、
大

学
と

し
て

の
国

際

貢
献

を
果

た
し

ま
す

。
 

⑤
国

際
社

会
に

お
い

て
、

自
然

災
害

の
防

止
や

復
興
に

貢
献

で
き

る
人

材
の

育
成

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 

(
2
)
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
に

お
い

て
“

き
ら

り
と

光
る

”
特

色
あ

る
研

究
拠

点
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

①
研

究
力

の
増

強
に

資
す

る
研

究
者

養
成

機
能
を

強
化

し
ま

す
。

 

②
「

ア
ジ

ア
太

平
洋

研
究

の
ハ

ブ
」

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 ２
．

教
育

に
関

す
る

主
な

取
り

組
み

 
 

(
1
)
2
0
1
1
年

度
学

部
改

革
に

基
づ

く
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
を
実

施
し

、
教

学
改

革
を

通
じ

て
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
活

躍

し
う

る
人

材
を

育
成

し
、

社
会

に
輩

出
し

ま
す

。
 

①
ア

ジ
ア

太
平

洋
学

部
は

、
ク

ロ
ス

オ
ー

バ
ー

･
ア

ド
バ

ン
ス

ト
・
プ

ロ
グ

ラ
ム
（

C
A
P
）
を

再
編
・
統

合
し

、
教

学

の
柱

を
明

確
に

し
ま

す
。

国
際

関
係

、
観

光
学

、
文

化
･社

会
・

メ
デ

ィ
ア

、
環

境
・

開
発

の
4
つ

の
コ

ー
ス

を

設
置

し
ま

す
。

 

②
国

際
経

営
学

部
は

、
A
A
C
SB
（

T
h
e
 A
s
s
o
c
i
at

i
o
n
 t
o
 A
d
v
a
n
c
e
 C
o
l
l
e
g
i
a
t
e
 S
c
h
o
o
l
s
 o
f
 B
u
s
i
n
e
ss
）

国
際

認
証

取
得

と
連

動
し

、
学

び
の

コ
ア

と
ア

ウ
ト

カ
ム

を
重

視
し

ま
す

。
経

営
戦

略
と

組
織

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・

経
済

学
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

会
計

･
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

4
つ

の
コ

ー
ス

を
設

置
し

ま
す

。
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③
言

語
教

育
は

、
レ

ベ
ル

別
の

ク
ラ

ス
編

成
や

定
期

的
な

試
験

等
を

通
じ

て
、
学

生
の

到
達

度
を

は
か

る
仕

組
み

に

改
革

し
ま

す
。

 

④
共

通
教

育
は

、
初

年
次

教
育

に
お

け
る

入
門

科
目

等
の

開
設

を
通

じ
、

学
び

の
転

換
を

は
か

り
ま

す
。

 

(
2
)
「

学
び

の
質

保
証

」
と

総
合

的
学

修
支

援
、

教
学

支
援

の
仕

組
み

の
充

実
を

は
か

り
、

主
体

的
・

自
律

的
に

学
ぶ

学
生

を
育

て
、
社

会
で

求
め

ら
れ

る
諸

能
力

を
育

成
し

ま
す
。
成

績
評

価
の

厳
格

化
と

G
P
A
制

度
の

改
革

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ア

ド
バ

イ
ジ

ン
グ

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
、
ラ

ー
ニ

ン
グ
・
ゴ

ー
ル

に
基

づ
く
「

ア
ウ

ト
カ

ム
･
ア

セ
ス

メ
ン

ト
」

の
開

発
を

進
め

ま
す
。

 

(
3
)
世

界
の

大
学

と
連

携
し

多
様

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
と

と
も

に
、

タ
イ

を
は

じ
め

と
し

て
海

外
に

お
け

る
学

習
拠

点
を

整
備

す
る

な
ど

に
よ

っ
て

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
・
モ

ビ
リ

テ
ィ
政

策
を

強
化

し
、
学

生
が

国
内

外
で

の
多

彩

な
学

び
を

通
じ

て
成

長
で

き
る

グ
ロ

ー
バ

ル
･
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

拡
充

し
ま

す
。

 

(
4
)
学

生
の

主
体

的
・

能
動

的
な

学
習

や
学

生
同

士
の

学
び

合
い

を
促

進
す

る
た

め
の

学
習

環
境

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
の

概
念

を
導

入
し

た
A
P
U
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

 

(
5
)
教

職
員

の
力

量
向

上
と

教
員

体
制

の
強

化
を

は
か

り
ま

す
。
多

彩
な

F
D
活

動
等

を
通

じ
て

教
育

力
を

向
上

さ
せ

る

と
と

も
に

、
教

員
組
織

整
備

計
画

に
基

づ
く
教

員
体

制
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

(
6
)
大

学
院

改
革

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
を

策
定

し
、

研
究

指
導

体
制

の
強

化
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
ス

リ
ム

化
、

大
学

院
教

育
の

実
質

化
に
取

り
組

み
ま

す
。

 

(
7
)
東

日
本

大
震

災
、

イ
ン

ド
洋

津
波

、
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

や
ミ

ャ
ン

マ
ー

に
お

け
る

ハ
リ

ケ
ー

ン
・

洪
水

被
害

等
の

事
例

を
取

り
上

げ
、
安

全
保

障
、
災

害
対

策
、
災

害
復

興
な

ど
の

諸
課

題
に

関
す

る
正

課
・
課

外
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

強
化

を
検

討
し

ま
す

。
 

 ３
．

研
究

に
関

す
る
主

な
取

り
組

み
 

(
1
)
研

究
力

を
向

上
し

ま
す
。

 

個
々

の
研

究
者

の
研

究
シ

ー
ズ

を
把

握
し

、
学

外
へ

の
発

信
を

強
化

し
ま

す
。
ま

た
、
若

手
研

究
者

の
育

成
に

努
め

、

研
究

の
裾

野
を

拡
大
し

ま
す

。
さ

ら
に

、
外

部
資

金
導

入
に

よ
る

研
究

セ
ン

タ
ー

の
増

設
、
科

学
研

究
費

の
申

請
数

と

採
択

率
の

増
加

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

(
2
)
A
P
U
に

お
け

る
研

究
高

度
化

政
策

に
基

づ
く

研
究

重
点

分
野
を

中
心

に
、
特

色
あ

ふ
れ

る
A
P
U
研

究
を

追
求

し
ま

す
。

そ
の

結
果

、
学

外
か

ら
の

大
型

研
究

費
の

獲
得

や
、
研

究
を

通
じ

た
国

際
貢

献
・
社

会
貢

献
を

め
ざ

し
ま

す
。
と

り

わ
け

、
世

界
中

で
発

生
す

る
自

然
災

害
の

事
例

を
取

り
上

げ
、
安

全
保

障
、
災

害
対

策
、
災

害
復

興
な

ど
の

諸
課

題

に
関

す
る

研
究

に
取
り

組
み

ま
す

。
 

(
3
)
大

学
院

と
連

携
し

た
研

究
力

の
強

化
を

進
め

ま
す

。
 

 
複

数
の

教
員

に
よ

る
集

団
的

な
研

究
指

導
体

制
の

構
築

や
ポ

ス
ト

ド
ク

ト
ラ

ル
フ

ェ
ロ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、
ア

ジ
ア

太
平

洋
国

際
学

会
と

も
連

携
し

て
、
大

学
院

生
を

広
く

巻
き

込
ん

だ
研

究
推

進
の

風
土

を
形

成

し
、

国
際

社
会

で
活

躍
で

き
る

若
手

研
究

者
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

(
4
)
ア

ジ
ア

太
平

洋
国

際
学

会
は

、
学

会
で

の
国

際
的

な
研

究
活

動
と

優
れ

た
研

究
成

果
の

創
出

・
発

信
の

支
援

を
通

じ
て

学
会

員
の

拡
大
を

は
か

り
、

学
会

の
安

定
運

営
と

財
政

自
立

化
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

(
5
)
産

学
官

連
携

、
外

部
資
金

獲
得

に
よ

る
研

究
の
高

度
化

と
「

学
・

学
連

携
」

を
推

進
し

ま
す

。
 

(
6
)
J
I
C
A
等

か
ら

の
受

託
事

業
獲

得
数
の

増
加

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 ４
．

入
学

政
策

に
関

す
る
主

な
取

り
組

み
 

(
1
)
2
0
2
0
年

度
に

向
け

た
基

本
目

標
を

以
下

の
よ

う
に

設
定

し
ま

す
。

 

①
国

内
学

生
に

つ
い
て

は
、

A
PU

を
支

え
る

中
核

と
成

り
得
る

学
生

、
熱

い
志

を
持

っ
た

学
生

の
確

保
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

②
国

際
学

生
に

つ
い
て

は
、

1
00

カ
国

・
地

域
か

ら
の

6
0
0
名

以
上

の
学

生
の

確
保

、
在

籍
学

生
の

多
い

重
点

国
・

地
域

の
拡

大
（

在
籍

4
0
名

以
上

の
国

・
地

域
は

現
在

9
カ

国
・

地
域

）
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

③
新

た
な

奨
学

金
原

資
獲

得
方

針
の

策
定

と
現

行
の

奨
学

金
制

度
の

改
革

を
実

施
し

ま
す

。
 

④
海

外
オ

フ
ィ
ス

に
つ

い
て

は
、

立
命

館
大

学
の

学
生

募
集

と
の

連
携

を
行

い
ま

す
。

 

(
2
)
上

記
の

基
本

目
標

達
成

に
向

け
た

具
体

的
政

策
は

以
下

の
通

り
で

す
。
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11

 
 

①
国

内
入

試
に

つ
い

て
は

、
独

自
入

試
問

題
の

検
討

、
高

大
連

携
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

と
連

動
し

た
入

試
制

度
、

地
域

戦
略

に
重

点
を

置
い

た
募

集
広

報
、
東

京
拠

点
の

整
備

と
広

報
強

化
、
国

内
外

の
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ス

ク
ー

ル
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
確

立
、

偏
差

値
で

は
な

い
評

価
指

標
の

明
確

化
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
A
O

特
別

入
試

7
0
％

、
一

般
入

試
3
0
％
の

入
学

者
構

造
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

②
国

際
入

試
に

つ
い

て
は

、
海

外
大

学
と

の
競

争
激

化
を

想
定
し

た
募

集
・
出

願
・
選

考
方

法
の

研
究

と
具

体
化
（

ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ズ
・
オ

フ
ィ

サ
ー

の
検

討
、
海

外
募

集
に

お
け

る
専

門
職

の
活

用
、
優

良
な

エ
ー

ジ
ェ

ン
ト

の
積

極
的

活
用

な
ど

）
、

パ
ー

ト
タ

イ
ム

学
生

・
ト

ラ
ン

ス
フ

ァ
ー
学

生
の

本
格

受
け

入
れ

、
大

胆
な

海
外

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
広

報
、

海
外

で
の

高
大

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
大

と
充

実
等

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

 
③

大
学

院
の

定
員

充
足

を
確

実
に

す
べ

く
、
多

様
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に
応

じ
た

募
集

企
画
・
入

試
企

画
を

立
案

し
、
外

部
奨

学
金

等
を

受
給

す
る

大
学

院
生

受
入

5
0
％

以
上

、
世

界
に

貢
献

す
る

大
学

院
の

ブ
ラ

ン
ド

イ
メ

ー
ジ

の
確

立

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 ５
．

大
学

評
価

に
関

す
る

取
り

組
み

 

(
1
)
自

己
点

検
評

価
と

と
も

に
、

外
部

評
価

に
も

取
り

組
み
、

特
に

大
学

基
準

協
会

の
基

準
認

定
受

審
時

に
指

摘
さ

れ

た
事

項
、

大
学

評
価

委
員

会
に

お
い

て
指

摘
さ

れ
た

事
項

に
つ

い
て

は
改

善
の

取
り

組
み

を
強

化
し

ま
す

。
 

(
2
)
経

営
管

理
研

究
科

お
よ

び
国

際
経

営
学

部
に

つ
い

て
は
、
①

A
A
C
S
B
に

提
出

し
た

経
営

管
理

研
究

科
お

よ
び

国
際

経

営
学

部
の

計
画

を
確

実
に

実
施

し
ま

す
。

②
特

に
A
O
L
(
A
s
s
u
r
a
n
c
e
 
O
f 

L
e
a
r
n
i
n
g
)
の

設
定

、
A
Q
（

A
c
a
d
e
mi

c 

Q
u
a
l
i
f
i
c
a
t
i
o
n）

お
よ

び
P
Q
 (
P
r
o
f
e
s
s
i
o
n
a
l
 Q
ua

l
i
f
i
ca

t
i
o
n
)教

員
の

比
率

の
改

善
を

重
視

し
て

取
り
組

み
ま

す
。

 

  【
３

】
一

貫
教

育
・

附
属

校
の

基
本

計
画

 

１
．

基
本

目
標

 

立
命

館
学

園
の

中
心

と
な

り
、

立
命

館
教

育
を

社
会

に
発

信
・

還
元

で
き

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

 

1
)
小

中
高

大
の

一
貫

教
育

に
よ

り
、
正

課
・
課

外
を

超
え

た
「

学
び

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
の

中
心

と
し

て
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
、
立

命
館

学
園

を
中

心
で

支
え

る
、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

と
タ

フ
な

メ
ン

タ
リ

テ
ィ

を
も

ち
、

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
育

成
し

ま
す

。
2
)
そ

の
た

め
に
、
既

存
の

枠
を

超
え

て
、
高

校
と

大
学

の
新

た
な

関
係

を

構
築

し
ま

す
。
3
)未

来
社

会
の

主
人

公
を

育
て

る
次

代
創

造
の

場
で

あ
る

小
学

校
、
中

学
校

、
高

等
学

校
が

児
童
・
生

徒
を

成
長

さ
せ

る
特

色
あ

る
教

育
づ

く
り

、
学

校
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

そ
の

た
め

に
、

以
下

の
目

標
を

設
定

し
ま

す
。

 

①
一

貫
教

育
で

育
成

す
る

人
材

モ
デ

ル
を

確
立

し
、
附

属
校
、
大

学
が

一
体

と
な

っ
て

小
中

高
大

院
の

一
貫

教
育

を

進
め

ま
す

。
 

②
大

学
に

お
い

て
他

の
学

生
を

リ
ー

ド
す

る
よ

う
な
附

属
校

出
身

学
生

を
育

成
し

ま
す

。
 

③
児

童
・

生
徒

を
主

体
的

学
習

者
と

し
て

確
実
に

成
長

さ
せ

る
教

育
を

進
め

ま
す

。
 

④
一

貫
教

育
を

通
じ

て
、
確

か
な

学
力

の
上

に
豊

か
な

個
性
を

花
開

か
せ

、
正

義
と

倫
理

を
も

っ
た

地
球

市
民

と
し

て
活

躍
で

き
る

人
間

の
育

成
に

努
め

、
社

会
に

貢
献

し
ま

す
。

 

⑤
こ

れ
ら

の
人

材
育

成
を

可
能

に
す

る
各

附
属

校
の

特
色

あ
る

教
育

を
進

め
ま

す
。
そ

の
た

め
の

基
盤

を
整

備
し

ま

す
。

 

 ２
．

主
な

取
り

組
み

 
 

(
1
)
小

中
高

大
院

の
一

貫
教

育
に

よ
る

人
材

育
成

 

高
校

・
大

学
の

枠
を

超
え

た
一

貫
教

育
を

創
造

し
、

小
中

高
大

連
携
の

新
た

な
モ

デ
ル

を
構

築
し

ま
す

。
 

①
大

学
で

の
リ

ー
ダ

ー
と

な
る

学
生

を
高

校
・

大
学

が
一

体
と

な
っ

て
育

成
し

ま
す

。
 

1
)
入

学
者

構
造

の
枠

を
超

え
、

学
部

教
学

の
特

色
ご

と
に

連
携

を
深

め
た

進
学

制
度

を
つ

く
り

ま
す

。
 

2
)
フ

ァ
ス

ト
・

ト
ラ

ッ
ク

制
や

A
P
科

目
（

高
校

生
が

受
講

で
き

る
大

学
科

目
）

を
は

じ
め

と
す

る
体

系
的

な
高

大
連

携
教

育
を

構
築

し
ま

す
。

 

②
附

属
校

出
身

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

力
量

を
体

系
化

し
、

一
貫

教
育

モ
デ

ル
を

創
造

し
ま

す
。

 

 

 
12

 
 

1
)
立

命
館

大
学
・

A
P
U
で

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

人
材

像
を

提
示

し
ま

す
。

 

2
)「

学
び

の
実

態
調

査
」
を

附
属

校
に

お
い

て
実

施
し

、
大

学
と

共
有

し
て

、
学

び
と

成
長

を
ト

ー
タ

ル
に

支
援

す
る

シ
ス

テ
ム

（
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

、
学

生
カ

ル
テ

）
を

確
立

し
ま

す
。

 

3
)
小

中
高

大
一

貫
の

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

具
体

化
し

、
将

来
の

キ
ャ

リ
ア

を
見

据
え

て
学

び
続

け
る

人

材
を

育
成

し
ま

す
。

 

③
立

命
館

中
学

校
・
高

等
学

校
の

長
岡

京
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転
を

機
に

、
小

中
高

一
貫

の
新

た
な

教
育

モ
デ

ル
を

構
築

し
ま

す
。

 

(
2
)
児

童
・

生
徒

の
確

実
な

成
長

 

児
童
・
生

徒
を

主
体

的
学

習
者

と
し

て
成

長
さ

せ
る

教
育

づ
く

り
に

つ
い

て
、
到

達
目

標
を

明
確

化
に

し
て

進
め

ま

す
。

 

①
一

貫
教

育
で

育
成

す
る

学
力

を
明

確
に

し
、
「

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー
」
、
「

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

ゴ
ー

ル
」

評
価

軸

を
構

築
し

ま
す

。
 

②
主

体
的

学
習

者
育

成
に

向
け

た
学

習
力

と
基

礎
学

力
を

向
上

し
ま

す
。

 

1
)
多

様
な

学
び

の
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

を
組

織
し

、
自

律
的
・

能
動

的
学

習
意

欲
を

育
成

し
ま

す
。

 

2
)「

学
習

到
達

度
検

証
テ

ス
ト

」
の

あ
り

方
を

含
め

、
基

礎
学

力
の

定
着

と
学

力
向

上
策

の
強

化
を

は
か

り
ま

す
。

 

3
)「

小
中

高
授

業
創

造
研

究
会

」
を

軸
に

、
最

新
の

科
学

的
理

論
に

基
づ

い
た

小
中

高
の

教
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を

つ
く

り
ま

す
。

 

(
3
)
個

性
あ

ふ
れ
る

学
校
づ

く
り

 

①
科

学
技

術
教

育
、
国

際
化

教
育

、
高

大
連

携
教

育
等

、
各

附
属

校
に

お
け

る
個

性
化
・
特

色
化

を
発

展
さ

せ
ま

す
。

 

②
立

命
館

大
学

、
A
P
U
は

も
ち

ろ
ん

、
医

学
部

や
難

関
国

公
立

大
学
、

海
外

の
大

学
を

含
む

多
様

な
進

路
選

択
を

通

し
て

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
材

を
輩

出
し

ま
す

。
 

③
入

学
政

策
を

構
築
し

社
会

的
支

持
を

集
め

る
学

校
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。
具

体
的

に
は

、
立

命
館

中
学

校
・
高

等

学
校

の
長

岡
京

キ
ャ

ン
パ

ス
新

展
開

以
降

の
、
京

滋
地

区
に

お
け

る
附

属
校

の
入

学
政

策
と

地
域

戦
略

を
確

立
し

ま
す

。
 

④
定

員
を

含
め

た
学

校
の

あ
り
方

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。

 

⑤
立

命
館

慶
祥

中
学

校
・

高
等

学
校
の

将
来

構
想

を
確

立
し

ま
す

。
 

(
4
)
教

育
の

質
を

高
め

る
基

盤
整

備
 

①
教

員
の

資
質

・
力

量
向

上
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

 

1
)
立

命
館

大
学

人
間

系
新

学
部

・
研

究
科

を
拠

点
に

、
附

属
校

教
育

を
支

え
る

後
継

者
を

育
成

し
ま

す
。

 

2
)
教

員
の

体
系

的
な

研
修

制
度

を
確

立
し

、
教

科
に

関
す

る
専

門
的

な
力

量
と

指
導

力
の

向
上

を
は

か
り

ま
す

。
 

3
)
高

校
教

育
、
大

学
教

育
双

方
に

精
通

し
高

大
接

続
教

育
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
で

き
る

附
属

校
教

員
を

育
成

し
ま

す
。

 

②
各

校
の

特
色

あ
る
教

育
を

実
現

す
る

た
め

に
必

要
な
教

員
整

備
、

環
境

・
条

件
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

1
)
教

育
実

践
の
質

を
保

証
す

る
教

員
整

備
計

画
を

各
校

財
政

の
あ

り
方

と
あ

わ
せ

て
検

討
し

ま
す

。
 

2
)
大

学
キ

ャ
ン
パ

ス
の

活
用

を
含

め
た

正
課

・
課

外
の

枠
を

超
え

た
学

び
の

環
境

整
備

を
行

い
ま

す
。

 

 
③

大
学

と
附

属
高
校

と
の

連
携

に
よ

り
、
小

学
校

か
ら

大
学
ま

で
の

一
貫

教
育

の
教

育
モ

デ
ル

に
つ

い
て

、
各

附
属

校
で

の
実

践
を
含

め
て

研
究

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
研

究
成

果
を

社
会

に
発

信
し

ま
す

。
 

(
5
)
提

携
校

と
の

連
携

に
よ

る
人

材
育

成
 

①
提

携
校

に
お

い
て

も
、
各

校
立

命
館

コ
ー

ス
の

特
色

化
、
個

性
化

を
進

め
ま

す
。
具

体
的

に
は

、
一

層
の

学
力

の

充
実

、
理

工
系
学

部
な

ど
特

定
の

学
部

進
学

を
意

識
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
、
高

大
連

携
事

業
の

促
進

、
立

命

館
ア

イ
デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

を
高

め
る

方
策

、
小

集
団

ク
ラ

ス
で

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
す

る
学

生
や

海
外

留
学

な
ど

に
積

極
的

に
チ

ャ
ン

レ
ジ

す
る

生
徒

等
の

育
成

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

②
提

携
校

制
度

に
つ

い
て

は
、

私
学

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

社
会

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

観
点

か
ら

整
備

を
進

め
ま

す
。
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 ３

．
各

附
属

校
の

基
本

目
標

と
主

な
取

り
組

み
 

 
各

附
属

校
に

つ
い

て
は

、
各

学
校

の
重

点
計

画
に

つ
い

て
の

み
記

載
し

て
い

ま
す

。
 

３
－

１
．

立
命

館
高

等
学

校
・

中
学

校
 

 

 
立

命
館

高
等

学
校
・
中

学
校

は
、
20

1
3
年

9
月

の
長

岡
京

市
へ

の
キ

ャ
ン

パ
ス

移
転

を
契

機
に

、
1
)
自

立
と

貢
献

心
、

立
命

館
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
を

育
て

る
学

校
、

2
)
世

界
を

舞
台

に
活

躍
す

る
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

を
育

て
る

学
校

、

3
)
日

本
一

の
環

境
に

優
し

い
キ

ャ
ン

パ
ス

で
医

療
・

科
学

技
術
を

支
え

る
人

を
育

て
る

学
校

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

①
立

命
館

小
学

校
と

連
携

し
た

4
-
4
-
4
制

一
貫

教
育

を
推

進
し

ま
す

。
 

②
高

校
に

お
け

る
新

コ
ー

ス
制
（

S
S
、
G
L
、
C
E
、
MS

）
の

成
功
、
高

大
接

続
教

育
の

充
実

と
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

発
展

を
は

か
り

ま
す

。
 

③
日

常
的

な
国

際
交

流
を

基
盤

に
し

た
国

際
教

育
の

発
展

を
は

か
り

ま
す

。
生

徒
の

海
外

派
遣

、
海

外
生

徒
の

受
入

を
そ

れ
ぞ

れ
年

間
2
0
0
名

、
国

際
系

学
部

や
海

外
の

大
学

へ
の

進
学

者
数

5
0
名

を
目

標
と

し
ま

す
。

 

④
ス

ー
パ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

ハ
イ

ス
ク

ー
ル

（
S
S
H
）

事
業

の
充

実
・

特
色

化
と

成
果

の
発

信
を

す
す

め
ま

す
。

12
0

名
の

理
系

進
学

者
、

8
0
名

の
大

学
院

進
学

者
、

2
0
名

の
後

期
課

程
進

学
者

を
目

標
と

し
ま

す
。

 

⑤
メ

デ
ィ

カ
ル
・
サ

イ
エ

ン
ス
（

M
S
）
コ

ー
ス

の
充

実
と

他
大

学
進

学
実

績
の

向
上

を
め

ざ
し

ま
す

。
医

学
系

大
学

・

難
関

国
公

立
大

学
へ

の
進

学
者

数
6
0
名
を

目
標

と
し

ま
す

。
 

⑥
2
01

3
年

9
月

に
長

岡
京

市
へ

キ
ャ

ン
パ

ス
を

移
転

し
、

新
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

開
か

れ
た

学
校

づ
く

り
と

地
域

教

育
へ

の
貢

献
等

の
課

題
を

推
進

し
ま

す
。

 

 ３
－

２
．

立
命

館
宇

治
高

等
学

校
・

中
学

校
 

 

 
立

命
館

宇
治

高
等

学
校
・
中

学
校

は
、
I
B
教

育
の

実
施

に
よ

る
「

卓
越

し
た

知
性

と
探

究
心

」
、「

国
際

マ
イ

ン
ド

を

も
つ

豊
か

な
人

格
」

の
育

成
、

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

の
教

育
モ

デ
ル

と
な

る
国

際
型

中
高

一
貫

教
育

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

①
国

際
水

準
の

教
科

教
育

の
発

展
を

め
ざ

し
て

、
言

語
教

育
の

抜
本

的
強

化
を

は
か

る
と

と
も

に
、
理

数
系

に
お

け

る
高

い
学

力
形

成
を

は
か

り
ま

す
。

 

②
中

学
校

基
礎

学
力

強
化

を
目

的
と

し
た

中
学

教
育

課
程

の
整

備
・
指

導
の

重
点

化
を

は
か

り
、
高

等
学

校
教

育
高

度
化

を
目

的
と

し
た

国
際

基
準

の
教

育
の

追
求

と
基

礎
学

力
の

定
着

を
は

か
り

ま
す

。
 

③
さ

ら
な

る
高

い
学

力
形

成
を

め
ざ

し
て

、
新

た
な

中
高

一
貫

教
育

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

行
い

ま
す

。
 

④
国

際
バ

カ
ロ

レ
ア

デ
ィ

プ
ロ

マ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
発

展
と

海
外

大
学

進
学

の
量

的
拡

大
を

め
ざ

し
て

、
立

命
館

大
学

国
際

化
拠

点
整

備
事

業
（

G
3
0
）

や
A
P
U
、
海

外
大

学
と

の
連

携
を

強
化

し
、

学
習

プ
ロ

セ
ス

と
キ

ャ
リ

ア
教

育

の
国

際
化

を
進

め
ま

す
。

 

④
学

術
・
文

化
・
芸

術
・
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

発
展

、
社

会
貢

献
活

動
等
を

通
じ

て
リ

ー
ダ

ー
に

必
要

な
人

間
力

を
鍛

え
る

教
育

を
進

め
ま

す
。

 

 

３
－

３
．

立
命

館
慶

祥
高

等
学

校
・

中
学

校
 

 

 
立

命
館

慶
祥

高
等

学
校
・
中

学
校

は
、
北

海
道

に
お

け
る

立
命

館
学

園
の

拠
点

と
し

て
、
誇

り
を

感
じ

ら
れ

る
学

校
、

夢
を

実
現

で
き

る
力

が
付

く
学

校
、
社

会
に

貢
献

す
る

学
校

、
世

界
と

つ
な

が
る

学
校

、
信

頼
・
尊

敬
さ

れ
る

学
校

づ

く
り

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

①
北

海
道

を
代

表
す

る
私

学
と

し
て

、
立

命
館

学
園

と
立

命
館

慶
祥

高
等

学
校
・
中

学
校

が
教

育
・
実

績
・
結

果
の

ト
ッ

プ
校

と
な

る
こ

と
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

②
学

内
進

学
率

を
高

め
、

立
命

館
大

学
・

A
PU

で
核

と
な

る
生

徒
を

輩
出

し
ま

す
（

学
内

推
薦

比
率

5
0
％

）。
同

時

に
、

東
大

・
京

大
・

医
学

部
・

北
大

に
現

役
で

4
0
名

以
上

の
合

格
者

を
安

定
的

に
輩

出
す

る
よ

う
な

進
学

実
績

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

③
単

年
度

留
学

生
の

総
数

5
0
名

と
し

、
海

外
研

修
コ

ー
ス

の
規

模
・

内
容

の
拡

充
を

は
か

る
こ

と
に

よ
り

、
国

際

教
育

を
充

実
し

ま
す

。
 

④
理

系
教

育
の

充
実

を
は

か
り

、
道

内
に

お
け

る
理

科
教

育
の

先
進

的
実

践
校

と
し

て
の

評
価

を
得

る
と

と
も

に
、

医
学

部
へ

の
現

役
進

学
数

を
道

内
私

学
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
に

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す
。

 

⑤
基

礎
学

力
の

向
上

を
は

か
り

、
学

習
到

達
度

検
定

試
験

の
平

均
が

全
体

平
均

を
上

回
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

⑥
教

職
員

の
分

析
力

、
提

案
力

、
実

行
力

の
向

上
を

は
か

り
ま

す
。
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３
－

４
．

立
命

館
守

山
高

等
学

校
・

中
学

校
 

 

 
立

命
館

守
山

高
等

学
校

・
中

学
校

は
、

理
数

に
強

い
人

材
の

育
成

、
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
サ

イ
エ

ン
ス

コ
ー

ス
の

展
開

、

高
大

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

高
度

化
、
国

際
舞

台
で

の
生

徒
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

、
地

域
・
企

業
と

の

連
携

強
化

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

①
世

界
の

モ
デ
ル

と
な

る
一

貫
教

育
を

目
標

に
学

校
ビ

ジ
ョ

ン
を

策
定

し
、
滋

賀
県

お
け

る
高

い
ブ

ラ
ン

ド
力

を
確

立
し

ま
す

。
 

②
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
サ

イ
エ

ン
ス

（
F
S
C
）
、

ア
カ

デ
メ

イ
ア

（
AM
C
）

両
コ

ー
ス

の
充

実
・

発
展

を
通

し
て

立
命

館
守

山
に

お
け
る

一
貫

教
育

の
客

観
的

到
達

点
を

社
会

的
に

発
信
す

る
と

と
も

に
、
大

学
の

教
育
・
研

究
水

準
の

向
上

を
軸

と
な

っ
て

担
い

う
る

内
部

進
学

者
を

育
て

ま
す

。
 

③
大

学
接

続
モ

デ
ル
の

新
た

な
構

築
、
理

系
学

部
と

の
高

大
連

携
の

強
化

、
理

数
系

教
育

の
高

度
化

を
推

進
し

、
理

系
学

部
進

学
希

望
者
の

増
加

（
5
割

）
、

科
学

的
素

養
を

備
え

た
学

力
優

秀
層

の
育

成
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

④
文

理
融

合
教

育
の

推
進

、
文

社
系

学
部

と
の

高
大

連
携

の
強

化
を

は
か

り
、

ア
ド

バ
ン

ス
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

A
P
）

の
高

度
化

を
進

め
ま

す
。

 

⑤
学

習
習

慣
の

定
着
、
時

間
管

理
能

力
や

言
語

管
理

能
力

の
育

成
な

ど
自

立
的

学
習

者
の

育
成

を
通

し
て

、
基

礎
学

力
向

上
策

を
強

化
し

ま
す

。
 

⑥
海

外
研

修
旅

行
の

改
善

、
海

外
留

学
制

度
の

整
備

、
国

際
レ

ベ
ル

の
教

育
や

コ
ン

テ
ス

ト
に

触
れ

る
機

会
の

提
供

な
ど

に
よ

り
、

国
際

化
教

育
を

進
め

ま
す

。
 

 

３
－

５
．

立
命

館
小

学
校

 
 

 
一

期
生

が
大

学
を
卒

業
す

る
2
0
2
0
年

を
、「

立
命

館
憲

章
の

示
す

理
念

に
基

づ
き

学
び

続
け

、
真

の
社

会
貢

献
が

で

き
る

人
を

社
会

に
送
り

出
す

年
」
と

位
置

付
け

、
本

中
期

計
画

期
間

を
通

し
て

、
豊

か
な

人
間

力
形

成
と

高
い

学
力

を

身
に

つ
け

る
教

育
創

造
を

こ
の

期
間

の
課

題
と

し
ま

す
。

当
面

、
本

中
期

計
画

期
間

（
2
0
1
1
-
2
0
1
5
）

に
お

い
て

は
、

小
学

校
教

育
と

し
て

の
充

実
を

さ
ら

に
は

か
る

と
と

も
に

、
小

中
高

一
貫

教
育

（
4
-
4
-
4
）

制
度

の
完

成
を

通
し

て
、

日
本

の
教

育
に

私
立

総
合

学
園

立
命

館
の

一
貫

教
育

の
姿

を
提

示
し

そ
の

実
行

力
を

実
証

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

ま
す

。
 

 
①

楽
し

く
学

び
、
確

か
な

学
力

を
つ

け
る

フ
ァ

ー
ス

ト
ス

テ
ー

ジ
の
教

育
の

充
実

 

 
②

中
学

校
と

連
携

し
創

造
的

で
深

い
学

び
を

通
し

て
主

体
的

学
習

者
を

育
成

す
る

セ
カ

ン
ド

ス
テ

ー
ジ

教
育

の
創

造
 

 
③

サ
ー

ド
ス

テ
ー

ジ
の

展
開

を
通

し
て

、
「

な
り

た
い

自
分
に

な
れ

る
」

一
貫

教
育

シ
ス

テ
ム

の
完

成
と

豊
か

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
の
実

践
 

 
④

個
々

の
児

童
に
寄

り
添

っ
た

学
習
・
生

活
指

導
、
保

護
者
と

の
連

携
、
教

職
員

の
組

織
改

革
に

よ
る

チ
ー

ム
力

の

向
上

、
次

世
代
リ

ー
ダ

ー
教

員
の

育
成

 

 
⑤

魅
力

あ
る

教
育

創
造

と
小

学
校

教
育

と
し

て
の

完
成

度
・
充

実
度

を
高

め
、
社

会
の

認
知

と
信

頼
の

確
立

を
通

し

た
児

童
募

集
の
開

拓
 

  

Ⅳ
．

総
合

学
園

づ
く

り
の
基

本
計

画
 

１
．

社
会

に
貢

献
し

、
社

会
か

ら
支

持
さ

れ
る

学
園

づ
く

り
 

(
1
)
社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

は
も

と
よ

り
、

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
か

ら
の

要
請

や
期

待
に

応
え

る
学

園
運

営
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、
そ

の
結

果
に

つ
い

て
の

情
報

公
開

を
主

体
的
・
積

極
的

に

行
い

、
説

明
責
任

を
果

た
し

ま
す

。
 

①
組

織
内

で
の

情
報

共
有

や
社

会
的

説
明

責
任

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

意
思

決
定

や
仕

事
の

進
め

方
な

ど
学

園

運
営

の
透

明
性

を
高

め
る

施
策

を
進

め
ま

す
。

 

②
分

か
り

や
す

く
、
学

園
活

動
の

社
会

的
な

理
解

を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
情

報
公

開
の

質
の

一
層

の
向

上
を

め

ざ
し

ま
す

。
 

(
2
)
教

育
・

研
究

の
活

動
を

社
会

貢
献

に
活

か
す

と
と

も
に

、
学

園
の

理
念

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

社
会

貢
献

活
動

、
社

会
連
携

活
動

を
進

め
、

校
友
・

父
母

と
の

連
携

も
強

化
し

ま
す

。
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①
キ

ャ
ン

パ
ス

所
在

地
を

中
心

に
学

園
の

教
育

研
究

資
源

を
地

域
社

会
と

マ
ッ

チ
ン

グ
さ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て

社

会
貢

献
活

動
を

強
化

し
ま

す
。

 

②
学

園
の

理
念

を
活

か
し

た
平

和
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
の

活
動

な
ど

、
学

生
・
生

徒
・
児

童
へ

の
学

園
理

念
の

共
有

や
社

会
へ

の
情

報
発

信
力

を
強

化
し

ま
す

。
 

 
③

学
生

の
課

外
自

主
活

動
に

よ
る

地
域

貢
献

・
社

会
貢

献
の

取
り

組
み

を
積

極
的

に
支

援
し

ま
す

。
 

④
学

園
各

校
の

卒
業

生
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
め

、
校

友
会

活
動
を

支
援

す
る

な
か

で
、
互

恵
的

な
文

化
を

醸
成

し
て

い
き

ま
す

。
 

 
⑤

学
生

父
母

と
の

連
携

を
深

め
、

父
母

教
育

後
援

会
と

と
も

に
学

生
支

援
に

関
す

る
取

り
組

み
を

展
開

し
ま

す
。

 

 
⑥

学
園

の
持

つ
社

会
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

豊
か

に
し

て
い

き
な

が
ら
、
学

園
を

支
援

し
て

い
た

だ
く

様
々

な
形

を

具
体

化
し

て
い

き
ま

す
。

 

(
3
)
環

境
負

荷
低

減
へ

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
 

地
球

環
境

負
荷

低
減

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
教

育
・
研

究
活

動
と

連
動

し
、
新

し
い

研
究

成
果

の
反

映
等

を
行

い
、

国
際

的
な

大
学

連
携

を
活

か
す

な
ど

に
よ

り
学

園
と

し
て

の
地

球
環

境
負

荷
低

減
の

取
り

組
み

を
展

開
し

ま
す

。

廃
棄

物
や

紙
に

つ
い

て
も

目
標

値
を

定
め

削
減

の
取

組
を

展
開

し
ま

す
。

 

(
4
)
 
安

全
・

安
心

の
学

園
づ

く
り

の
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。
 

教
育
・

研
究

に
お

け
る

安
全

管
理

支
援

体
制

を
確

立
し

ま
す
。
ま

た
、
教

員
・

学
生
・

院
生

を
含

め
た

学
習
・

啓
蒙

活
動

を
実

施
し

ま
す

。
 

(
5
)
国

際
貢

献
の

一
環

と
し

て
、

学
園

と
国

際
的

諸
機

関
や

他
の

教
育

・
研

究
機

関
が

持
つ

知
的

資
源

を
相

互
に

活
用

し
た

教
育

・
研

究
を

進
め

ま
す

。
 

①
教

育
・
研

究
の

国
際

的
評

価
を

高
め

る
と

と
も

に
、
教

育
・
研

究
を

通
じ

た
国

際
貢

献
を

強
化

し
ま

す
。
政

府
間

合
意

に
基

づ
く

大
学

創
造

や
人

材
育

成
に

か
か

わ
る

国
際

協
力

事
業

に
積

極
的

に
参

画
し

ま
す

。
 

②
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

創
造

的
か

つ
多

様
な

活
用

に
よ

り
、
教

職
員

、
学

生
・
生

徒
・
児

童
の

異
文

化
理

解
や

国
際

教

育
の

質
向

上
を

進
め

ま
す

。
 

③
学

内
の

諸
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

立
命

館
の

海
外

オ
フ

ィ
ス

の
高

度
化

を
は

か
り

、
海

外
拠

点
の

大
学

や
国

際
産

学
官

連
携

に
よ

り
途

上
国

の
開

発
協

力
事

業
に

取
り

組
み

、
そ

の
国

や
周

辺
地

域
の

発
展

に
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

国
際

社
会

へ
成

果
を

発
信

し
ま

す
。

 

 ２
．

参
加

・
参

画
に

よ
る
学

園
づ

く
り

 

(
1
)
各

大
学

・
学

校
・

部
門

が
、

学
園

の
使

命
・

理
念

を
共

有
し

つ
つ

自
律

的
に

運
営

で
き

る
よ

う
分

権
化

を
進

め
ま

す
。

 

①
教

育
・
研

究
の

現
場

に
近

い
レ

ベ
ル

で
意

思
決

定
が

で
き

る
組

織
の

整
備

と
そ

れ
を

担
う

人
材

育
成

政
策

を
進

め

ま
す

。
 

②
業

務
の

縦
割

り
や

重
複

を
克

服
す

る
た

め
、

組
織

の
見

直
し

と
簡

素
化

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

(
2
)
学

園
へ

の
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
と

学
園

創
造

の
質

を
高

め
る

た
め

に
、

構
成

員
等

に
よ

る
学

園
運

営
へ

の
多

元
的

な
参

加
を

進
め

ま
す

。
 

①
現

場
に

お
け

る
創

意
工

夫
を

支
援
す

る
制

度
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
 

②
学

園
内

外
の

関
係

組
織

と
の
協

力
関

係
を

強
化

し
ま

す
。

 

③
学

生
と

の
直

接
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
多

面
的

に
進

め
ま

す
。

 

(
3
)
職

場
で

の
力

量
形

成
を

進
め

る
た

め
に

、
双

方
向

型
、

参
加

型
、

対
話

型
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

充
実

さ
せ

ま
す

。
 

①
学

園
の

重
要

課
題

や
情

報
の

共
有

を
は

か
る

こ
と

が
で

き
る
政

策
を

進
め

ま
す

。
 

②
大

学
・
学

部
・
研

究
科
・
学

校
・

職
場

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

支
援
・
相

談
体

制
を

充
実

さ
せ

る
政

策
を

進
め

ま
す

。
 

 ３
．

活
き

活
き

と
働

く
こ

と
が

で
き

る
学

園
づ

く
り

 

(
1
)
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
を

実
現

す
る

た
め

に
、

教
職

員
の

勤
務

実
態

の
抜

本
的

改
善

を
推

進
し

ま
す

。
 

①
教

育
・

研
究

の
質

重
視

へ
の

政
策

的
重

点
化
に

取
り

組
み

ま
す

。
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②
教

学
制

度
の

標
準

化
・

簡
素

化
、

業
務

の
共

有
化
・

標
準

化
・

効
率

化
を

進
め

ま
す

。
 

③
業

務
量

を
削

減
し

、
大

学
専

任
教

員
の

持
ち

コ
マ

実
質

5
コ

マ
化

、
附

属
校

教
諭

の
総

労
働

時
間

削
減

、
職

員
の

超
過

勤
務

時
間

削
減
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

④
大

学
・

学
部

・
研

究
科

の
特

徴
を

踏
ま

え
た

教
員

の
教

育
・

研
究

を
支

援
す

る
制

度
を

確
立

し
ま

す
。

 

(
2
)
男

女
共

同
参

画
を

実
現

す
る

た
め

に
、

教
職

員
の

多
様

な
生

き
方

や
働

き
方

を
尊

重
し

、
男

女
が

と
も

に
活

き
活

き
と

働
き

、
成

長
す

る
こ

と
が

で
き

る
職

場
作

り
を

進
め

ま
す

。
 

①
教

職
員

の
意

識
改
革

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
支

援
や
力

量
形

成
支

援
な

ど
の

政
策

を
通

じ
て

、
管

理
職

の
女

性
比

率
、

女
性

大
学

教
員

比
率

、
男

性
育

児
休

業
取

得
率

の
向

上
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

②
休

業
中

、
復

職
時

の
復

帰
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
育

児
・
介

護
と

仕
事

と
の

両
立

を
支

援
す

る
制

度
や

、
経

験
者

と

の
交

流
な

ど
心

理
面
で

の
サ

ポ
ー

ト
も

充
実

さ
せ

ま
す

。
 

(
3
)
教

育
・

研
究

の
質

充
実
を

支
え

る
教

職
員

の
組

織
整

備
と

人
材

育
成

を
進

め
ま

す
。

 

①
大

学
・

附
属

校
の

教
員

一
人

当
た

り
学

生
数

（
S
T
比

）
を

改
善

し
ま

す
。

 

②
大

学
教

員
の

専
門

能
力

・
資

質
の

一
層

の
向

上
を

は
か

り
ま

す
。

 

③
大

学
に

お
け
る

教
育

の
組

織
性

を
高

め
る

制
度

と
学

部
・
研

究
科

の
特

性
を

踏
ま

え
た

支
援

政
策

を
進

め
ま

す
。
 

④
附

属
校

に
お

け
る

専
任

教
員

比
率

を
高

め
る

と
と

も
に

、
教

員
の

組
織

的
教

育
力

を
向

上
さ

せ
る

支
援

政
策

を
進

め
ま

す
。

 

⑤
職

員
組

織
整

備
計

画
を

策
定

し
、

専
任

職
員

の
比

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

め
ざ

し
ま

す
。

 

⑥
職

員
の

働
き

方
、
役

割
、
求

め
ら

れ
る

力
量

を
明

確
化

に
し
、
職

員
が

育
つ

環
境

づ
く

り
と

育
て

る
人

づ
く

り
を

政
策

化
し

、
進

め
ま

す
。

 

  Ⅴ
．

東
日

本
大

震
災

を
受

け
た

学
園

の
基

本
計

画
 

(
1
)
東

日
本

大
震

災
の

復
興

支
援

 

①
2
01

1
年

4
月

に
立

ち
上

げ
た

災
害

復
興

支
援

室
を

中
心

に
、
学

園
の

資
源

を
い

か
し

た
即

応
性

を
持

っ
た

対
応

・

復
興

支
援

を
恒

常
的
に

、
全

学
的

を
あ

げ
て

取
り

組
み

ま
す

。
 

②
教

職
員

や
校

友
・
父

母
を

は
じ

め
立

命
館

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

い
か

し
て

設
置

し
た

立
命

館
災

害
復

興
支

援
基

金

（
復

興
+
R

基
金
）

を
活

用
し

、
立

命
館

に
在

籍
す

る
被

災
学

生
へ

の
支

援
、

学
生

・
生

徒
に

よ
る

復
興

支
援

活

動
を

サ
ポ
ー

ト
し

ま
す

。
将

来
的

に
は

他
の

災
害

等
の

事
情

に
よ

り
立

命
館

で
の

学
習

継
続

が
困

難
に

な
っ

た
者

を
支

援
す

る
制

度
と

し
て

の
基

金
運

用
に

む
け

た
検

討
を

進
め

ま
す

。
 

③
今

後
、
国

内
外
で

同
様

の
災

害
が

起
こ

っ
た

際
に

も
災

害
復

興
支

援
室

を
中

心
と

し
て

災
害

時
対

応
、
復

興
支

援

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

(
2
)
震

災
の

復
興

支
援

に
資

す
る

人
間

の
育

成
 

①
長

期
間

に
わ

た
る

取
り

組
み

が
必

要
と

さ
れ

る
被

災
地

の
復

興
、
日

本
社

会
の

再
建

を
担

う
人

間
の

育
成

に
取

り

組
み

ま
す

。
 

②
今

回
の

震
災

で
世

界
中

か
ら

多
く

の
支

援
や

協
力

が
寄

せ
ら

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
こ

う
し

た
共

感
の

つ
な

が
り

を
保

ち
、
共

同
で

行
動

し
、
ア

ジ
ア

を
は

じ
め

と
し

た
国

際
社

会
に

開
か

れ
た

復
興

を
め

ざ
す

人
間

の
育

成
に

取

り
組

み
ま

す
。

 

③
知

識
の

獲
得

、
活

用
、
蓄

積
と

い
っ

た
社

会
全

体
の

知
識
の

厚
み

を
増

す
教

養
教

育
・
生

涯
教

育
の

展
開

を
進

め

ま
す

。
 

④
復

興
支

援
へ

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
な

ど
サ

ー
ビ

ス
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
正

課
･
課

外
の

教
育

の
中

で
拡

充
し

、
学

生
・

生
徒

の
主

体
的
・

行
動

的
な

学
び

を
ひ

ろ
げ

ま
す

。
 

⑤
一

貫
教

育
・

生
涯

教
育

に
お

け
る

防
災

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
教

育
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

(
3
)
震

災
後

の
新

た
な

社
会

構
築

に
貢

献
す

る
研

究
の

促
進

 

①
総

合
学

園
と

し
て
の

叡
智

を
結

集
し

、
既

存
の

文
明
・
文

化
、
経

済
、
科

学
な

ど
を

問
い

直
し

、
社

会
へ

の
提

言

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
 

②
人

間
と

社
会

の
つ

な
が

り
、
人

間
と

自
然

の
共

存
、
科

学
技

術
の

発
展

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

等
、
新

た
な

人
類

社

23



 

 
17

 
 

会
構

築
へ

の
パ

ラ
ダ

イ
ム

シ
フ

ト
を

促
進

す
る

研
究

の
進

展
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

③
知

が
集

積
す

る
大

学
の

役
割

と
し

て
、

過
去

か
ら

営
々
と

蓄
積

さ
れ

た
“

知
の

活
用

”
に

よ
り

災
害

か
ら

守
り

、

“
知

の
発

信
”

に
よ

り
災

害
の

復
興

・
再

建
に

向
け

た
社

会
貢

献
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

 

(
4
)
構

成
員

の
安

全
・

安
心

の
向

上
 

 
①

復
興

+
R
基

金
の

活
用

を
は

じ
め

、
大

規
模

災
害

で
被

害
に

遭
っ

た
学

生
・
生

徒
・
児

童
が

立
命

館
で

学
ぶ

機
会

を

喪
失

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

最
大

限
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

 

②
災

害
時

の
学

園
と

し
て

の
危

機
管

理
方

針
を

再
構

築
し

、
緊

急
時

の
構

成
員

の
安

否
確

認
を

は
じ

め
と

し
た

情
報

の
収

集
・

発
信

、
意

思
決

定
等

の
対

応
・

体
制

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
 

③
防

災
・
減

災
等

の
安

全
性

を
高

め
、
学

生
・
生

徒
・
児

童
が

安
心

し
て

学
べ

る
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

 

④
災

害
等

に
よ

る
学

園
の

学
生
・
生

徒
・
児

童
情

報
等

の
散

逸
に

対
す

る
対

応
・
危

機
管

理
対

策
（

デ
ー

タ
化

、
分

散
化

等
）

を
進

め
ま

す
。

 

 
⑤

校
友

・
父

母
の

安
全

・
安

心
を

向
上

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の
構

築
を

進
め

ま
す

。
 

(
5
)
地

域
社

会
の

安
全

・
安

心
創

出
 

①
キ

ャ
ン

パ
ス

周
辺

地
域

の
防

災
・

復
興

拠
点

の
一

翼
を

担
う

機
能

の
整

備
を

進
め

ま
す

。
 

②
地

域
防

災
の

視
点

か
ら

の
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

を
進

め
ま

す
。

 

③
危

機
管

理
や

災
害

時
対

応
、

地
域

復
興

支
援

と
い

っ
た

役
割

を
担

う
教

職
員

の
力

量
形

成
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

④
災

害
時

や
復

興
支

援
対

応
と

い
っ

た
面

で
の

自
治

体
や

大
学

・
学

校
間

の
社

会
連

携
を

一
層

強
化

し
ま

す
。

 

(
6
)
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
・

環
境

配
慮

へ
の

大
学

の
役

割
 

福
島

原
子

力
発

電
所

事
故

と
そ

の
後

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

状
況

を
鑑

み
、
「

不
要

な
も

の
と

無
駄

」
を

除
く

省
エ

ネ
ル

ギ

ー
に

学
園

を
挙

げ
て

取
り

組
み

、
災

害
に

よ
る

影
響
を

極
力

小
さ

く
す

る
体

制
を

整
え

ま
す

。
 

  Ⅵ
．

学
園

の
基

本
計

画
を

支
え

る
財

政
 

 

(
1
)
R
2
0
20

前
半

期
の

財
政

運
営

の
基

本
的

考
え

方
 

 
①

貸
借

対
照

表
の

指
標

の
維

持
に

留
意

し
、
各

部
門
（

学
校
）
の

資
金

収
支

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、
中

長
期

的
な

固
定

資
産

の
更

新
計

画
等

を
反

映
さ

せ
な

が
ら

、
支

出
を

収
入

の
範

囲
内

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
学

園
財

政
の

安
定

的
・

永
続

的
な

運
営
を

確
保

し
ま

す
。

 

 
②

R
2
02

0
前

半
期

の
5
年

間
の

事
業

計
画

を
見

通
し

た
財

政
計

画
と

し
て

運
営

し
ま

す
。

従
来

に
も

増
し

て
、

計
画

的
な

学
園

運
営

・
財

政
運

営
に

努
め

、
ま

た
そ

れ
ら

の
連

動
を

高
め

る
こ

と
を

指
向

し
ま

す
。

 

 
③

R
2
02

0
前

半
期

の
計

画
要

綱
で

提
示

さ
れ

て
い

る
課

題
を

実
行

す
る

た
め

に
、

と
り

わ
け

「
教

育
・

研
究

の
質

の

向
上

の
推

進
を

支
え

る
財

政
運

営
」

を
指

向
し

ま
す

。
 

 
④

財
政

的
（

収
入

政
策

的
）

に
は

、
現

行
の

学
納

金
収

入
の

水
準

を
基

本
と

し
た

う
え

で
、

学
費

の
重

み
に

応
え

、

学
び

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

学
習

者
中

心
の

教
育

の
提

供
に

取
り

組
み

ま
す

。
財

政
支

出
が

効
果

的
に

質
の

向
上

に

寄
与

し
て

い
る

か
ど

う
か

、
学

園
自

身
で

常
に

厳
し

く
検

証
す

る
仕

組
み

（
自

己
評

価
等

）
を

整
備

し
ま

す
。

 

 
⑤

財
政

上
の

総
枠

を
踏

ま
え

て
、
教

育
・
研

究
の

質
の

向
上
を

は
か

る
た

め
の

主
な

支
出

予
算

の
方

針
と

し
て

、
具

体
的

な
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

計
画

、
教

員
・
職

員
組

織
整

備
計

画
、
物

件
費

支
出

計
画

を
策

定
し

、
計

画
に

基
づ

き

執
行

し
ま

す
。

 

 
⑥

現
行

の
学

納
金

収
入

の
水

準
を

基
本

と
す

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

R
2
02

0
後

半
期

以
降

の
さ

ら
な

る
教

育
・

研
究

の

質
の

向
上

に
向

け
て

、
1
)
学

納
金

以
外

の
収

入
強

化
政

策
、

2
)
業

務
合

理
化

・
経

費
節

減
政

策
の

2
点

を
R
2
02

0

前
半

期
の

財
政

上
の

重
要

課
題

と
し

て
い

ま
す

。
 

(
2
)
主

な
支

出
予

算
方

針
 

R
2
0
2
0

前
半

期
の

財
政

運
営

基
本

方
針

に
沿

っ
て

、
財

政
上
の

総
枠

を
踏

ま
え

、
主

な
支

出
予

算
に

つ
い

て
以

下
の

考
え

方
で

計
画

を
策

定
し

、
執

行
し

ま
す

。
 

①
キ

ャ
ン

パ
ス

整
備

計
画

の
方

針
と

し
て

は
、

R
2
0
2
0
計

画
に

お
け

る
「

教
育

と
研

究
の

質
的

向
上

」
の

た
め

の
条

件
整

備
に

向
け

た
既

存
キ

ャ
ン

パ
ス

の
再

整
備

と
立

命
館

大
学

大
阪

茨
木

キ
ャ

ン
パ

ス
の

開
設

、
立

命
館

中
学

校
・
高

等
学

校
の

長
岡

京
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
の

移
転

を
計

画
化

し
ま

す
。
更

新
・
修

繕
予

算
を

含
め

、
1
0
年

間
で

約
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8
0
0
億

円
の

キ
ャ
ン

パ
ス

整
備

予
算
を

見
込

み
ま

す
。

 

 
②

立
命

館
大

学
の
教

員
体

制
に

つ
い

て
は

、
教

学
の

質
向

上
に

資
す

る
S
T
比

の
改

善
等

を
実

現
す

る
教

員
組

織
整

備

計
画

（
20

1
1～

20
1
5
年

度
）

に
基

づ
き

、
総

枠
97

7
名

を
見

込
み

ま
す

。
A
P
U
は

第
三

期
教

員
組

織
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

教
員

定
数

1
2
6
名

、
教

員
人

件
費

予
算

2
1
億

円
／

年
を

見
込

み
ま

す
。

各
附

属
校

は
、

2
0
1
1
年

度
定

数
で

基
本

試
算

を
行

っ
て

い
ま

す
。

職
員

組
織

整
備

計
画
は

、
ゆ

と
り

あ
る

職
場

づ
く

り
と

新
キ

ャ
ン

パ
ス

展
開

に
向

け
て

先
行

的
に

増
員

す
る

こ
と

と
し

、
2
0
1
0
年

度
当

初
予

算
対

比
専

任
職

員
換

算
約

6
0
名

分
の

増
員

を
見

込
み

ま
す

。
 

③
物

件
費

支
出

計
画
の

方
針

と
し

て
は

、
立

命
館

大
学

新
キ

ャ
ン

パ
ス

展
開

に
よ

り
2
0
1
5
年

度
に

は
1
8
.
5
億

円
／

年
の

増
額

を
見

込
み

ま
す

。
継

続
的

な
経

費
節

減
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
重

点
課

題
に

対
す

る
R
2
0
2
0
計

画
推

進
予

算
枠

を
確

保
し

ま
す

。
 

(
3
)
2
0
1
2
年

度
以

降
の

学
費

政
策

（
主

な
収

入
予

算
方

針
）

 

①
2
01

2
年

度
以
降

の
立

命
館

大
学

の
学

費
に

つ
い

て
は

、
1
)
学

生
・
父

母
等

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
さ

を
追

求
す

る

こ
と

、
2
)
留

学
生
の

受
入

拡
大

等
、

教
学

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
へ

の
対

応
を

は
か

る
こ

と
、

3
)
そ

れ
ぞ

れ
の

学
部

・

学
科

に
お

け
る

教
学

内
容

を
反

映
す

る
こ

と
、

4
)
大

学
の
教

育
・

研
究

を
支

え
る

基
幹

的
な

収
入

と
し

て
、

学
納

金
収

入
を

維
持

す
る

こ
と

、
を

基
本

に
お

い
て

設
計

し
た

考
え

方
を

導
入

し
ま

す
。
2
0
1
1
年

度
以

前
の

入
学

者
の

学
費

は
卒

業
時

ま
で

据
え

置
く

こ
と

と
し

ま
す

。
2
0
1
2
年

度
以

降
の

入
学

者
に

適
用

す
る

学
費

は
、
入

学
時

点
で

の
在

学
期
間

学
費

明
示

方
式

と
一

定
方

式
を

採
用

す
る

ほ
か
、
セ

メ
ス

タ
ー

(
学

期
)単

位
へ

の
移

行
と

費
目

構
成

の
見

直
し

を
行

い
ま

す
。
ま

た
、
次

年
度

入
学

者
の

学
費

改
定

は
、

物
価

上
昇

率
の

一
定

部
分

を
組

み
込

む
ス

ラ

イ
ド

制
に

よ
り

、
授

業
料

を
改

定
す

る
方

式
を

採
用

し
ま

す
。

 

②
A
PU

に
お

い
て

は
、

1
)
父

母
負

担
の

重
た

さ
へ

の
理

解
と

対
応

の
必

要
、

2
)世

界
的

な
経

済
状

況
の

悪
化

、
3
)
円

高
の

進
行

、
4
)国

内
外

で
の

学
生

募
集

に
お

け
る

競
争

環
境

の
激

化
、
5
)
第

三
期

計
画

を
さ

さ
え

る
財

政
基

盤
の

確
立

な
ど

の
状

況
や

課
題

を
踏

ま
え

、
第

三
期

計
画

期
間

中
の

入
学

者
の

学
費

額
は

経
済

環
境

の
激

変
が

な
い

限

り
2
0
1
1

年
度

学
費

額
を

据
え

置
く

こ
と

と
し

、
卒

業
ま

で
の

学
費

総
額

が
明

示
で

き
る

よ
う

、
在

学
中

は
入

学

時
の

学
費

額
を

適
用

す
る

こ
と

に
し

ま
す

。
 

③
各

附
属

校
に

つ
い
て

も
、
現

行
の

学
納

金
収

入
の

水
準

を
基

本
と

し
た

上
で

、
各

校
の

運
営

計
画

を
踏

ま
え

、
2
0
1
2

年
度

以
降

の
学

費
を

設
定

し
ま

す
。

 

 

以
 

上
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（資料2）立命館大学一般入学試験　都道府県別志願者数・手続者数の推移

志願者 手続者 志願者 手続者 志願者 手続者 志願者 手続者 志願者 手続者
北海道 484 38 589 35 605 45 579 43 585 41
青森 58 8 85 3 81 4 98 11 91 7
岩手 73 15 97 5 83 10 82 7 82 4
宮城 224 18 573 28 329 26 328 23 287 14
秋田 72 5 90 5 80 6 70 3 69 7
山形 99 3 100 7 90 9 152 10 121 12
福島 181 11 343 19 176 16 210 15 186 16
計 707 60 1,288 67 839 71 940 69 836 60

茨城 369 31 553 26 382 31 451 33 371 28
栃木 209 15 362 28 284 22 239 26 234 9
群馬 364 27 453 31 305 17 335 21 355 29
埼玉 370 31 528 29 434 25 487 29 501 31
千葉 504 40 505 38 433 22 478 45 448 40
東京 888 60 1,268 77 1,162 85 1,250 68 1,126 70

神奈川 565 44 711 41 653 42 676 36 662 48
計 3,269 248 4,380 270 3,653 244 3,916 258 3,697 255

新潟 411 32 668 40 471 44 472 27 344 24
富山 1,055 63 1,357 52 1,347 58 1,353 76 1,334 65
石川 1,354 70 1,538 85 1,425 69 1,488 78 1,540 70
福井 970 54 1,241 54 1,199 67 1,241 62 1,296 68
山梨 159 11 228 19 199 8 160 13 135 10
長野 760 54 1,106 79 934 59 1,124 79 900 67
計 4,709 284 6,138 329 5,575 305 5,838 335 5,549 304

岐阜 2,254 105 2,359 104 2,378 112 2,403 115 2,098 78
静岡 1,982 140 2,517 146 2,374 120 2,520 155 2,541 167
愛知 6,875 398 7,919 389 7,860 381 8,306 470 8,410 469
三重 2,604 136 2,912 151 2,631 121 2,479 131 2,325 112
計 13,715 779 15,707 790 15,243 734 15,708 871 15,374 826

滋賀 4,928 315 5,499 323 5,638 297 5,526 307 5,659 316
京都 6,746 411 6,997 390 7,051 393 7,331 421 7,616 431
大阪 14,894 1,033 15,767 968 15,140 897 16,771 1,075 18,292 1,054
兵庫 6,048 377 6,765 362 6,861 348 7,321 447 8,176 446
奈良 2,857 168 2,860 159 2,855 169 3,227 175 3,176 190

和歌山 1,001 46 1,120 66 1,122 63 1,178 78 1,183 54
計 36,474 2,350 39,008 2,268 38,667 2,167 41,354 2,503 44,102 2,491

鳥取 464 25 403 19 557 38 531 28 601 32
島根 214 10 319 20 344 19 384 25 327 23
岡山 1,341 78 1,249 50 1,425 69 1,511 71 1,540 68
広島 3,347 220 3,953 192 3,717 181 3,637 171 3,461 177
山口 1,217 78 1,333 85 1,414 72 1,364 67 1,313 73
計 6,583 411 7,257 366 7,457 379 7,427 362 7,242 373

徳島 575 27 447 20 451 18 512 27 463 20
香川 1,239 60 1,253 65 1,209 57 1,478 82 1,303 63
愛媛 1,006 63 1,200 56 1,106 59 1,229 55 1,162 61
高知 674 45 641 28 667 22 610 33 571 27
計 3,494 195 3,541 169 3,433 156 3,829 197 3,499 171

福岡 3,195 186 3,543 198 3,603 210 3,687 213 3,437 186
佐賀 385 22 522 21 453 32 466 29 447 14
長崎 319 19 389 23 395 27 378 20 367 25
熊本 543 32 671 45 695 46 705 53 692 51
大分 400 32 465 20 419 19 419 21 313 19
宮崎 247 19 285 16 258 14 275 18 295 18

鹿児島 470 36 520 34 523 34 590 31 516 31
沖縄 94 6 207 17 202 11 204 13 235 14
計 5,653 352 6,602 374 6,548 393 6,724 398 6,302 358

その他 595 43 628 35 617 48 620 48 482 31
合 計 75,683 4,760 85,138 4,703 82,637 4,542 86,935 5,084 87,668 4,910

近畿圏
外比率

51.8% 50.6% 54.2% 51.8% 53.2% 52.3% 52.4% 50.8% 49.7% 49.3%

２０１５年度２０１４年度２０１３年度２０１２年度２０１１年度

25
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